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八女市制施行60周年・合併５周年
6月5日は「環境の日」　６月は「環境月間」
仕事と生活の調和の実現に向けて

【今月の主な内容】
2～5
6～9
11

梅
色
づい
て
た
わ
わ
に
実
る

県
内
有
数
の
梅
の
産
地
で
あ
る
立
花
町
で
5
月
14
日
㈬
、
梅
の
収
穫
が

始
ま
り
ま
し
た
。
立
花
町
谷
川
の
原
孝
義
さ
ん
の
梅
林
で
は
、
赤
く
色
づ

い
た
小
梅
『
光
陽
』
を
一
つ
ず
つ
収
穫
し
て
い
ま
し
た
。
今
年
は
霜
の
影

響
も
な
く
品
質
は
良
好
、
生
産
量
は
平
年
並
み
と
の
こ
と
で
す
。
小
梅
の

収
穫
は
６
月
初
旬
ま
で
、
大
梅
は
７
月
上
旬
ま
で
収
穫
出
荷
さ
れ
ま
す
。
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八
女
市
制
施
行
60
周
年
・
合

併
５
周
年
記
念
式
典
が
５
月
18
日

㈰
、
お
り
な
す
八
女
ハ
ー
モ
ニ
ー

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
内

外
か
ら
多
く
の
来
賓
や
市
民
が
出

席
し
、
八
女
市
が
誕
生
し
て
か
ら

60
年
と
新
生
八
女
市
と
し
て
５
年

の
節
目
を
祝
い
ま
し
た
。

式
典
で
三
田
村
市
長
は
「
平
成

24
年
７
月
の
九
州
北
部
豪
雨
災
害

は
、
尊
い
人
命
を
奪
う
な
ど
市
内

に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん
の

懸
命
な
努
力
と
全
国
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
支
援
の
お
か
げ
で
、
復
旧
・

復
興
の
取
り
組
み
は
順
調
に
進
ん

で
い
ま
す
。
今
後
も
ふ
る
さ
と
の

恵
み
を
生
か
し
、
安
心
し
て
心
豊

か
に
暮
ら
せ
る
交
流
都
市
八
女
の

実
現
に
向
け
て
、
市
民
の
皆
さ
ま

と
の
絆
を
大
切
に
守
り
、
全
力
で

市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
ま
た
、

１
個
人
と
８
団
体
が
市
制
功
労
者

と
し
て
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
受

賞
者
を
代
表
し
て
作
家
の
安
部
龍

太
郎
さ
ん
が
「
ふ
る
さ
と
を
守
る

哲
学
と
ふ
る
さ
と
で
自
信
を
持
っ

て
生
き
る
た
め
の
教
育
の
確
立
が

今
こ
そ
必
要
で
す
。
今
回
の
表
彰

は
、
自
分
に
と
っ
て
ふ
る
さ
と
と

は
何
か
を
考
え
る
い
い
機
会
に
な

り
ま
し
た
。
今
後
も
仲
間
た
ち
と

と
も
に
手
を
携
え
て
、
こ
の
八
女

の
た
め
に
そ
し
て
日
本
中
の
ふ
る

さ
と
の
た
め
に
、
役
に
立
つ
仕
事

を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
お
礼
を

述
べ
ま
し
た
。

そ
の
後
は
ス
テ
ー
ジ
で
、
上
陽

コ
ー
ラ
ス
あ
じ
さ
い
と
八
女
手
話

の
会
、
ポ
イ
ン
セ
チ
ア
、
ダ
ニ
ー

馬
場
さ
ん
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
、
式
典
に
花
を
添
え

ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
の
恵
み
を
生
か
し

安
心
し
て
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る

八
女
の
実
現
に
向
け
て

八
女
市
制
施
行
60
周
年
・
合
併
５
周
年
記
念
式
典

式辞を述べる三田村市長

１.市制功労者の皆さん　2. 受賞のお礼を述べる
安部龍太郎さん　3.上陽コーラスあじさいと八女
手話の会による「花は咲く」　4. 美しいハーモニー
聞かせてくれたポインセチア　5. 八女市応援ソ
ング「希望のふるさと」を歌うダニー馬場さん

１

3

4

25

市
制
功
労
受
賞
者
（
敬
称
略
）

◦
作
家　

安
部
龍
太
郎

◦
特
定
非
営
利
活
動
法
人
山
村
塾

◦
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
ん
ば
り
よ
る
よ

星
野
村

◦
八
女
福
島
町
並
み
保
存
会

◦
猫
尾
城
の
会

◦
松
尾
百
笑
村

◦
上
陽
コ
ー
ラ
ス
あ
じ
さ
い

◦
八
女
津
媛
神
社
浮
立
保
存
会

◦
星
野
村
山
村
留
学
を
育
て
る
会
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▽
暦
も
６
月
に
入
り
、
ま
も
な
く

梅
雨
を
迎
え
ま
す
。
雨
降
り
の
日

が
続
く
と
、
や
や
物
憂
げ
な
気
分
に

も
な
り
ま
す
が
、
す
べ
て
の
命
に
欠

か
せ
な
い
水
を
得
る
あ
り
が
た
い
季

節
で
も
あ
り
ま
す
。
▽
２
年
前
の
梅

雨
、
八
女
市
は
未
曾
有
の
大
災
害

に
襲
わ
れ
、
尊
い
人
命
と
家
や
田
畑

な
ど
多
く
の
財
産
を
失
い
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
の
の
ど
か
な
景
色
を
一
変

さ
せ
た
災
害
の
記
憶
は
、
今
で
も
脳

裏
に
鮮
明
で
す
。
▽
災
害
の
発
生
以

来
、全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
支
援
や
、

被
災
者
自
身
の
懸
命
な
努
力
の
お

か
げ
で
復
旧
・
復
興
は
お
お
む
ね
順

調
に
進
ん
で
い
ま
す
。
市
で
も
多
く

の
団
体
の
支
援
を
受
け
つ
つ
、
全
職

員
が
一
丸
と
な
っ
て
地
域
の
再
生
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
▽
「
ま
ず
、

自
分
の
命
を
守
る
こ
と
」
こ
の
教
え

に
忠
実
で
あ
っ
た
東
北
釜
石
市
の
小

学
生
た
ち
は
、
東
日
本
大
震
災
の

津
波
の
難
を
逃
れ
ま
し
た
。「
災
害

に
遭
っ
た
ら
、
自
分
の
判
断
で
命
を

守
る
行
動
を
」
こ
の
言
葉
を
各
々
の

肝
に
銘
ず
る
こ
と
か
ら
、
豪
雨
災
害

へ
の
備
え
を
始
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

豪雨災害の記憶
⑨市長 コラム

mayor's column

八
女
市
制
施
行
60
周
年
・
合
併
５
周

年
記
念
事
業 

八
女
市
ス
ー
パ
ー
ス

ク
ー
ル
「
小
久
保
裕
紀
講
演
会
」
が
５
月

11
日
㈰
、
お
り
な
す
八
女
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
、
市
内
の
小
学
生
か
ら
大
人

ま
で
約
５
０
０
人
が
詰
め
か
け
ま
し
た
。
小

久
保
裕
紀
さ
ん
は
、
福
岡
ダ
イ
エ
ー
ホ
ー
ク

ス
、
読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
、
福
岡
ソ
フ
ト
バ

ン
ク
ホ
ー
ク
ス
を
経
て
２
０
１
２
年
に
現
役

を
引
退
、
現
在
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
者
、
侍
ジ
ャ

パ
ン
代
表
監
督
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

講
演
会
で
は
「
一
瞬
に
生
き
る
」
と
題
し
、

野
球
を
始
め
た
き
っ
か
け
や
選
手
時
代
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
話
し
ま
し
た
。
講
演
会
後

に
は
質
問
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
キ
ャ
プ

テ
ン
と
し
て
の
チ
ー
ム
の
ま
と
め
方
や
試
合

前
の
緊
張
を
取
り
除
く
方
法
と
い
っ
た
質
問

に
、
小
久
保
さ
ん
自
身
の
経
験
を
も
と
に
て

い
ね
い
に
答
え
て
い
ま
し
た
。
ユ
ニ
ホ
ー
ム

姿
の
小
学
生
は
「
聞
い
た
こ
と
を
こ
れ
か
ら

の
練
習
な
ど
に
生
か
し
て
い
き
た
い
」
と
目

を
輝
か
せ
て
話
し
て
い
ま
し
た
。

八
女
市
制
施
行
60
周
年
・

合
併
５
周
年
記
念
事

業
「
空
か
ら
見
る
ふ
る
さ
と
」

が
５
月
18
日
㈰
、
陸
上
自
衛

隊
第
４
師
団
の
協
力
の
も
と

立
花
体
育
館
と
立
花
運
動
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
内
の

小
学
生
約
50
人
が
空
か
ら
ふ

る
さ
と
八
女
を
眺
め
ま
し
た
。

開
会
式
で
三
田
村
市
長
は

「
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
乗
る
機
会

は
な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
。
空

か
ら
自
分
た
ち
が
住
ん
で
い
る

地
域
を
見
て
も
ら
い
、
こ
の
ふ

る
さ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
感

じ
て
、
い
つ
ま
で
も
ふ
る
さ
と

を
思
う
気
持
ち
を
持
っ
て
ほ
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
今
回
乗
る

自
衛
隊
の
ヘ
リ
は
、
Ｕ
Ｈ
‐
１

Ｊ
と
い
う
多
用
途
ヘ
リ
。
災
害

時
の
人
員
救
助
や
山
火
事
の

空
中
消
火
な
ど
に
も
活
躍
し

て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
搭

乗
前
の
安
全
教
室
の
後
、
ヘ
リ

に
乗
り
込
み
立
花
運
動
場
か

ら
空
へ
飛
び
立
ち
、
矢
部
川
沿

い
に
日
向
神
ダ
ム
、
笠
原
方

面
を
経
由
す
る
ル
ー
ト
を
約

15
分
間
巡
り
ま
し
た
。
乗
る

前
は
緊
張
な
ど
で
複
雑
な
表

情
を
浮
か
べ
る
子
も
い
ま
し
た

が
、「
乗
る
前
は
ど
き
ど
き
し

て
た
け
ど
、
と
て
も
楽
し
か
っ

た
」「
空
か
ら
見
た
八
女
は
と

て
も
き
れ
い
だ
っ
た
」
と
ど
の

子
ど
も
た
ち
も
満
面
の
笑
み

で
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

聴衆に語りかける小久保さん

八女市スーパースクール自
身
の
生
き
方
を
語
る

ふ
る
さ
と
八
女
の
美
し
さ
に
感
動

八女市制施行60周年・合併5周年記念事業

日向神ダム柳島付近

（上）笑顔で手をふる小学生を乗せた自衛隊ヘリ　
（下）ヘリから降り、ほっとした表情で保護者に手を
振る小学生

空から見るふるさと
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1市２町２村の歴史を
引き継ぎ、八女市は合
併５周年を迎えます。

【平成 22 年】
❶［2/1］八女市に黒木町・立花町・矢部村・
星野村が合併して「新八女市」が誕生。この日、
本庁および各支所で開庁式が行われました。
❷［6/3］八女市観光コンセプト「茶のくに八女・
奥八女」により、市内で活躍中の女性による「お
もてなし宣言」がありました。

【平成 23 年】
［3 月］第 4 次八女市総合計画策定
❸［6/26］八女市民会館おりなす八女落成記念
セレモニーが行われました。

［12/1］八女市空き家バンク制度スタート
【平成 24 年】
❹［3/30］高速バス利用者専用駐車場（パーク
＆ライド）がオープン。八女インターから福岡都
市圏までの通勤・通学等が便利になりました。
❺［4/1］八女市予約型乗合タクシー「ふる里タ
クシー」が市内全域で本格運行開始。

［4/14］観光物産館「ときめき」グランドオープ
ン
❻［5/30］大韓民国巨

コジェ

済市と姉妹都市を締結。
お互いの特徴を生かしながら、観光・産業・教育・
文化芸術など様々な交流が期待されます。
❼［6/1］八女市コミュニティＦＭ放送局「ＦＭやめ」
が開局。緊急時に自動でスイッチが入る防災ラ
ジオは 12 月中までに全世帯に配布されました。
❽❾［7/14］九州北部豪雨による災害。八女市
は死者 2 人、負傷者（重傷 5 人・軽傷 5 人）10 人、
建物被害（全壊 161棟・大規模半壊 40 棟・半
壊 168 棟・浸水等 1391 棟）、土木災害 214 億

新八女市誕生。一体化に向けて。

①【矢部村】明治 22 年、北矢部・矢部の
2 村を合せて矢部村となる。（浮流）
②【星野村】明治 22 年、市制・郡制が施
行され生葉郡星野村が誕生する。（風流）

※下の写真は各旧市町村の代表的な風景や祭りを紹介しています。
　（　　）内に写真説明。

③【黒木町】昭和 29 年、黒木町・豊岡村・
串毛村・木屋村・笠原村が合併し黒木
町誕生（黒木の大藤）
④【八女市】昭和29年、福島町に忠見村・
川崎村・岡山村を編入合併し八女市誕
生。（雛の里八女ぼんぼりまつり）

⑤【立花町】昭和 30年、光友村・北山
村・白木村・辺春村が合併し立花町誕
生。（観梅会）
④【上陽町】昭和 33 年、北川内町と
横山村が合併して上陽町誕生。（寄口
橋と桜）

１

②

④

③

⑤

⑥

①



円（2574 か所）、農作物被害 24 億 7000 万円、
農業生産施設被害 7 億 2000 万円などの甚大な
被害を被りました。
　国や県・他市の応援を受け、現在も災害復旧
に取り組んでいます。また、個人の自助努力や多
くのボランティアの協力をいただきながら復興の
道を歩んでいます。

❿［12/27］2012ロンドンパラリンピックゴール
ボール金メダリスト安達阿記子選手に市民栄誉
賞授与。

【平成 25 年】
［5/25］25 年の歳月をかけ完成した国道 442 号
線バイパスの全面開通式が行われました。
⓫［9/16］サッカーが 2 面取れる天然芝コート
の八女東部スポーツ公園「グリーンフィールド八
女」オープン。オープニングイベントとして「ドリー
ムサッカー in 八女」が行われました。
⓬［10/25］ＮＨＫ福岡発地域ドラマ「苦くて、
甘い～希望の茶～」がＮＨＫ総合で放送。

【平成 26 年】
［3 月］九州北部豪雨で被災し長期的に通行止め
になっていた「県道八女香春線」「県道後川内黒
木線」が復旧。全面通行止めが解除されました。

［5/18］八女市制施行 60 周年・合併 5 周年記念
式典を開催。
⓭［5/22］市内 4 か所（星野・矢部・黒木・酒井田）
にドクターヘリポートを整備。完成式典を開催。
⓮［6/1］八女市子育て総合支援施設「やめっこ
未来館」オープン。

災害復興とあたらしい郷土づくり
に向けて。

３

９

５

７

４

２

10

11

1312

14

６

８

広報やめ　2014.6.15
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ご
み
を
出
す
と
き
に
は

「
マ
ナ
ー
」
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

紙
ひ
も
を

利
用
し
ま
し
ょ
う

1
収
集
日
を
確
認
し
、
前
の

日
か
ら
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
出
さ
な
い
。

（
カ
ラ
ス
・
猫
な
ど
の
小
動
物
に
荒
ら
さ

れ
て
、
近
所
迷
惑
の
原
因
と
な
り
ま
す
）

2
ネ
ッ
ト
が
あ
る
場
所
で
は
、

ネ
ッ
ト
を
き
ち
ん
と
掛
け
る
。

3
生
ご
み
は
、
十
分
に
水
切

り
を
！

（
い
や
な
臭
い
の
原
因
で
す
）

6月5日は「環境の日」
６月は「環境月間」

平
成
25
年
度
に
八
女
市
全
体
で
排
出
さ
れ
た
ご
み
の
総
量
（
家
庭
・
事
業
所
を
含
む
一
般

廃
棄
物
）
は
約
１
万
８
千
ト
ン
（
可
燃
ご
み
・
不
燃
ご
み
・
粗
大
ご
み
を
含
む
）
で
し
た
。

捨
て
ら
れ
る
ご
み
の
中
に
は
、
資
源
と
し
て
再
利
用
で
き
る
び
ん
類
・
缶
類
・
紙
類
・
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
等
の
「
資
源
ご
み
」
が
ま
だ
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
し
、
ま
だ
使
え
る
よ
う
な
品
物
も

捨
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
八
女
市
で
は
平
成
26
年
度
か
ら
、
ご
み
減
量
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た
め

に
「
不
燃
ご
み
の
分
別
」
の
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ

お
よ
び
有
色
ト
レ
イ
の
分
別
を
始
め
ま
し
た
。

６
月
５
日
の
「
環
境
の
日
」
に
は
、
少
し
だ
け
で
も
「
身
近
な
環
境
」
と
「
ご
み
」
の
こ
と

に
目
を
向
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

紙
類
（
新
聞
紙
・
段
ボ
ー
ル
等
）
を
出

す
際
、
十
字
に
束
ね
る
ひ
も
は
、
紙
ひ
も

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
紙
ひ
も
は
、
同
じ

紙
類
と
し
て
外
す
こ
と
な
く
一
緒
に
リ
サ

イ
ク
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

「環境の日」は、1972年6月5日からスウェーデンのストックホル
ムで開催された「国連人間環境会議」を記念したことが由来と
され、日本では「事業者および国民の間に広く環境の保全につ
いての関心と理解を深めるとともに、積極的に環境の保全に関
する活動を行う意欲を高める」という目的のもとに、環境基本法
第10条において6月5日を「環境の日」と定めています。

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
集
積
所
）は
、み
ん
な
で
使
用
す
る
場
所
で
す
。

次
の
こ
と
に
十
分
注
意
し
て
、
み
ん
な
が
気
持
ち
よ
く
、
ご
み
が
出

せ
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
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無
許
可
で
の
不
用
品
回
収
行
為
に
ご
注
意
を

不
燃
ご
み・資
源
ご
み
置
場
設
置
事
業
補
助
金

３Ｒとは、リデュース（Reduce：ごみを減らす）、リユース
（Reuse：繰り返し使う）、リサイクル（Recycle：資源とし
て再生利用する）の英単語の頭文字３つのＲをさします。

★繰り返し使えるびんや
缶は回収してもう一度
使ったり、修理したりして
使えるものがあれば修理
するなど、再利用するこ
とに努めましょう。

★ごみをできるだ
け出さない。「必要
な物だけ買うよう
にする」「食べ残し
をしないようにす
る」など、できるだ
けごみを出さない
ような工夫をしま
しょう。

★びん、缶、ペットボトル、キャップ、
白色・有色トレイ、紙類（紙パック、
新聞、段ボール、雑紙）、古布、蛍光
管、乾電池、小金属類、スプレー缶、
小型廃家電などは貴重な資源としてリ
サイクルをお願いします。

リユース
（Reuse）
繰り返し使う

リデュース
（Reduce）
ごみを減らす

リサイクル
（Recycle）
資源として再生
利用する

3Ｒに取り組もう

3Ｒ

環
境
衛
生
協
議
会
で
は
、
行

政
区
に
お
け
る
不
燃
ご
み
・
資

源
ご
み
置
場
の
設
置
ま
た
は
改

築
に
要
し
た
費
用
の
一
部
を
助

成
し
て
い
ま
す
。

《
対
象
》

行
政
区
が
設
置
ま
た
は
改
築

し
、
管
理
す
る
不
燃
ご
み
・
資

源
ご
み
置
場
で
あ
る
こ
と

※
過
去
３
年
以
内
に
設
置
ま
た

は
改
築
を
行
い
、一
度
補
助
金

を
受
領
し
て
い
る
場
合
は
、
対

象
外
と
な
り
ま
す
。

《
補
助
金
額
》

１
か
所
に
つ
き
設
置
費
の
３
分

の
１
以
内
（
限
度
額
は
下
表
の

と
お
り
）

《
申
請
に
必
要
な
も
の
》

①
ご
み
置
場
の
設
置
図
面
（
工

事
内
容
が
分
か
る
も
の
）

②
見
積
書
（
工
事
の
金
額
明
細

が
分
か
る
も
の
）

※
事
前
に
工
事
着
手
さ
れ
た
場

合
は
補
助
金
の
対
象
外
と
な

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
環
境

衛
生
協
議
会
事
務
局
（
社
会
環

境
課
）
☎
２
３
・
１
４
６
２

内　　容 限 度 額

不燃ごみ置場のみの設置・改築 ５０，０００円

資源ごみ置場のみの設置・改築 １００，０００円

不燃ごみと資源ごみ置場を併用す
る設置・改築 １００，０００円

家
庭
の
廃
棄
物
（
ご
み
）
は
「
一
般
廃
棄

物
」
で
す
。
一
般
廃
棄
物
を
収
集
・
運
搬
・

処
分
す
る
に
は
、
廃
棄
物
処
理
法
に
基
づ
く

「
一
般
廃
棄
物
処
理
業
の
許
可
」
が
必
要
で
す
。

古
物
営
業
の
許
可
、
貨
物
運
送
業
の
許
可
の

み
で
は
、
一
般
廃
棄
物
を
収
集
・
運
搬
・
処

分
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
で
町
内
を
巡
回

し
、
ご
み
を
回
収
す
る
よ
う
な
業
者
が
、
消

費
者
に
回
収
料
金
・
処
分
料
金
（
代
金
）
を

求
め
る
こ
と
は
違
法
で
す
。
業
者
か
ら
代
金

を
求
め
ら
れ
た
場
合
は
、
引
き
渡
し
を
断
り
、

八
女
西
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
適
切
に
処

理
し
て
く
だ
さ
い
。
も
し
、
こ
の
よ
う
な
業

者
を
見
か
け
た
場
合
に
は
社
会
環
境
課
ま
で

ご
報
告
く
だ
さ
い
。

※
テ
レ
ビ
・
冷
蔵
庫
・
エ
ア
コ
ン
・
洗
濯
機
・

洗
濯
乾
燥
機
は
、「
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
」
の

対
象
品
目
で
す
の
で
、
家
電
販
売
店
に
て
処

分
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
八
女
市
で
は
、

小
型
の
廃
家
電
は
不
燃
ご
み
置
場
で
資
源
と

し
て
回
収
し
ま
す
。

（
大
き
さ
の
目
安
：
60
㌢
×
40
㌢
×
30
㌢
以

内
の
大
き
さ
の
廃
家
電
。
た
だ
し
、
テ
レ
ビ
、

冷
蔵
庫
、
石
油
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
を
除
く
）
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小
魚
が
住
め
る
清
ら
か
な
小
川
を
少
し
ず

つ
で
も
増
や
す
た
め
に
は
、
水
質
汚
濁
の
７

割
と
い
わ
れ
る
生
活
排
水
を
浄
化
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。

浄
化
槽
は
、し
尿
と
共
に
生
活
雑
排
水
（
台

所
、
風
呂
お
よ
び
洗
濯
排
水
）
を
生
態
系
に

負
担
を
か
け
な
い
程
度
ま
で
浄
化
す
る
す
ぐ

れ
た
設
備
で
す
。
こ
の
浄
化
槽
の
普
及
を
促

進
す
る
た
め
、
設
置
者
（
下
水
道
認
可
区
域

お
よ
び
共
同
住
宅
等
を
除
く
）
に
対
し
補
助

金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

す
ぐ
れ
た
設
備
で
は
あ
り
ま
す
が
、
管
理

を
怠
る
と
そ
の
効
果
は
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
管
理
に
つ
い
て
は
、
次
の
二
つ
の
こ
と
が

重
要
で
す
。

①
保
守
点
検　
浄
化
槽
保
守
点
検
業
者
と
委

託
契
約
し
て
定
期
的
に
点
検
す
る
。

②
清
掃（
年
１
回
以
上
）　

市
の
許
可
を
受
け
た
業
者
と

委
託
契
約
し
て
実
施
す
る
。

浄
化
槽
の
点
検
と
清
掃

は
法
律
で
も
義
務
づ
け
ら
れ

て
お
り
、罰
則
も
あ
り
ま
す
。

清
ら
か
な
流
れ
の
ふ
る
さ
と

を
守
る
た
め
に
、
皆
さ
ま
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

補
助
金
の
額
に
つ
い
て

　
下
水
道
認
可
区
域
を
除

き
、国
庫
基
準
額
に
基
づ
き
、

上
の
表
の
と
お
り
補
助
金
を

出
し
て
い
ま
す
（
集
合
住
宅
、
店
舗
・
事
務

所
を
除
く
）。

浄
化
槽
は
、
微
生
物
の
働
き
で
汚
水
を
処

理
す
る
施
設
で
あ
り
、
私
た
ち
に
快
適
な
生

活
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、

浄
化
槽
を
正
し
く
使
わ
な
い
と
河
川
や
海
な

ど
を
汚
す
原
因
と
な
り
、
悪
臭
の
原
因
と
も

な
り
ま
す
。

1
浄
化
槽
は
正
し
く
使
用
し
ま
し
ょ
う
！

①
ブ
ロ
ワ
の
電
源
は
、切
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

②
天
ぷ
ら
油
や
野
菜
く
ず
な
ど
は
流
さ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

③
保
守
点
検
・
清
掃
は
定
期
的
に
受
け
ま
し
ょ

う
。

2
法
定
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

浄
化
槽
を
新
し
く
設
置
し
た
場
合
は
、
使

用
開
始
の
直
前
に
１
回
目
の
保
守
点
検
を
受

け
、
使
用
開
始
か
ら
３
か
月
を
経
過
し
た
日

か
ら
５
か
月
の
間
に
、
本
来
の
性
能
を
有
し

て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
法
定
検

査
の
受
検
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
す
べ
て
の
浄
化
槽
に
は
、
定
期
的

な
保
守
点
検
や
清
掃
に
加
え
、
浄
化
槽
の
保

守
点
検
や
清
掃
な
ど
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い

る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
第
三
者
機

関
（
県
知
事
の
指
定
検
査
機
関
）
に
よ
る
法

定
検
査
受
検
が
年
１
回
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

地区名 旧八女市地区
河川名 山の井川 花宗川 中の井川

測定地点 山　内 黒　土 豊　福 大　島 室　岡 下津江 高　塚 大の井手
（上稲富） 前古賀 北馬場 納　楚 下稲富

5 ～ 9月 0.5未満 0.5 6.1 1.0 3.6 0.5 1.8 1.2 1.0 9.1 1.9 14.0 

10 ～ 4月 0.5未満 0.7 6.0 1.3 2.0 0.7 3.1 1.7 1.6 16.0 1.2 11.0 

地区名 黒木地区 立花地区
河川名 剣持川 笠原川 田代川 矢部川 中原川 白木川 大倉谷川 辺春川 柳川用水 遠久谷川
測定
地点

古賀橋
付近

中学橋
付近

唐干田
橋付近

釜屋宮
付近

花宗
溜池 山下橋 合ノ原橋 川原田橋 城ノ下橋 紅葉橋 山中橋 中島橋 社日橋 眼鏡橋

9月 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満 1.9 0.5 0.5未満 0.5未満 0.5 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満

2月 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5 1.1 0.5未満 0.5未満 0.5未満 2.6 3.0 0.5未満 0.8 0.5未満 0.5未満

地区名 立花地区 上陽地区 矢部地区 星野地区
河川名 鳴竹川 広川 下横山川 横山川 星野川 柏木川 矢部川 樅鶴川 御側川 星野川
測定
地点

柚ノ木
付近

耳納大橋
付近

市道下横
山線沿い

市道黒岩
線沿い

藤木区消防
道路付近

北川内公
園付近 半沢区堰 西園

付近
所野広場

付近
神ノ窟
付近

稗田
付近

十籠交差
点付近

年の神橋
付近

9月 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満

2月 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.8 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満

※旧八女市地区の表の数値は、BOD（水の汚れの程度を示す単位で数値が大きいほど汚れた水）を示します。環境基準は、通水期（5
月～ 9月）は3㎎ /ℓ以下、停水期（10月～ 4月）は5㎎ /ℓ以下が目標です。表の数値は、年間検査集計の75％値です。

※黒木地区、立花地区、上陽地区、矢部地区および星野地区の表の数値は、BODの実測値です。これらの地区の河川の環境基準値は、
2㎎ /ℓ以下です。

（単位：㎎/ℓ）

八女市の河川
の水質の状況

河川の汚濁の主な原因は、家庭から浄化されずに流される台所、洗濯、風呂水等の
生活排水です。これらの排水に気をつけていただくとともに、下水道への加入と浄化
槽の設置について、ご協力をお願いします。また、単独処理浄化槽を設置されてい
る家庭も、合併処理浄化槽への切り替えをお願いします。

5人槽 7人槽 10人槽

332,000円 414,000円 548,000円

平成
25年度

浄
化
槽
は
「
生
き
物
」
で
す

浄
化
槽
の
設
置
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す



市
お
よ
び
環
境
衛
生
協
議
会

で
は
、
ご
み
減
量
の
た
め
に
生
ご

み
処
理
器
の
購
入
費
の
一
部
を

助
成
し
て
い
ま
す
（
下
表
参
照
）。

▼
申
請
時
に
必
要
な
も
の

《
①
②
の
場
合
》

価
格
か
ら
補
助
金
額
を
差
し
引

い
た
代
金
と
印
鑑
（
申
請
時
、

窓
口
に
お
い
て
差
引
補
助
）

《
③
の
場
合
》

購
入
し
た
電
気
式
生
ご
み
処
理
機

の
領
収
書
、
保
証
書
（
販
売
店
の

記
載
が
必
要
）、
奨
励
金
振
込
口

座
通
帳
（
コ
ピ
ー
可
）、
印
鑑

▼
補
助
金・奨
励
金
申
請
の
問
い

合
わ
せ

▽
社
会
環
境
課

（
☎
２
３・１
４
６
２
）

▽
黒
木
総
合
支
所
市
民
生
活
福

祉
課
（
☎
４
２・１
４
６
３
）

▽
立
花
支
所
市
民
生
活
福
祉
課

（
☎
２
３・４
９
３
３
）

▽
上
陽
支
所
市
民
生
活
福
祉
課

（
☎
５
４・２
２
１
８
）

▽
矢
部
支
所
市
民
生
活
福
祉
課

（
☎
４
７・３
１
１
１
）

▽
星
野
支
所
市
民
生
活
福
祉
課

（
☎
５
２・３
１
１
３
）

市
役
所
本
庁
南
側
一
階
に
、
今
年
も
緑
の

カ
ー
テ
ン
（
７
年
目
）
を
設
置
し
ま
す
。
地

球
環
境
に
優
し
い
環
境
保
全
型
家
庭
菜
園
の

モ
デ
ル
と
し
て
の
取
り
組
み
で
す
。
つ
る
性

植
物
を
利

用
し
た
「
緑

の
カ
ー
テ

ン
」
は
、
太

陽
の
熱
を
遮

断
し
、
葉
の

気
孔
か
ら
の

水
分
蒸
散
に

よ
り
周
囲
の

熱
を
奪
う
た

め
、
日
差
し

が
差
し
込
む

窓
際
に
設
置
す
る
と
室
内
の
温
度
上
昇
を
抑

え
ま
す
。

た
か
が
植
物
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
真

夏
に
照
り
つ
け
る
肌
を
刺
す
よ
う
な
太
陽
の

日
差
し
も
小
さ
な
木
陰
が
心
地
よ
く
感
じ
ら

れ
る
よ
う
に
、
植
物
な
ら
で
は
の
効
果
が
あ

る
こ
と
が
過
去
６
年
間
の
実
績
か
ら
証
明
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
緑
の
カ
ー
テ
ン
の
設
置
に

よ
り
、
エ
ア
コ
ン
の
設
定
温
度
を
数
℃
上
げ

る
こ
と
も
可
能
と
な
り
、
地
球
温
暖
化
の
主

な
原
因
で
あ
る
Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
さ
さ
や
か
な

が
ら
貢
献
で
き
ま
す
。

ニ
ガ
ウ
リ
等
の
つ
る
性
植
物
を
植
え
て
、

強
い
日
差
し
を
遮
断
し
、
涼
し
い
風
情
を
つ

く
り
だ
す
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

種　　類 内　　容 価　格 補助金額

①コンポスト 畑据付型 7,066円 2,000円

②EMバケツ バケツ型 2,060円 1,000円

③電気式処理機 屋外・屋内設置型 購入価格
購入価格の

２分の1
(奨励金)

※③奨励金の額は、１台につき15,000円を限度とします。

ご
み
減
量
の
た
め
の

「
生
ご
み
処
理
器
」
購
入
補
助
金

緑
の
カ
ー
テ
ン
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん
か
？

台風や集中豪雨等の風水害は、毎年のよ
うにわが国の広い地域で大きな被害

をもたらしています。近年、局地的大雨によ
り河川が急に増水し災害を引き起こす事例
も多く発生しています。私たちが住んでい
る八女地区も例外ではありません。平成24
年7月に発生した九州北部豪雨では、死者2
人、負傷者10人、その他多数の物的被害を
出す大災害となりました。
　風水害による被害を最小限にとどめるた
めには、防災 機関の活動のみならず、住民
自らの災害に対する日常の備えが不可欠で
す。大雨や強風が予想される場合の家の内
外の備え、避難場所の確認、非常持ち出し品
の準備など自らが取るべき行動について日
ごろから考え、家族で話し合っておきましょ
う。

　平成26年4月1日から消費税率が8％に引き上
げられたことに伴い、水道料金・簡易水道料金・
下水道使用料・農業集落排水施設使用料が「外
税料金に消費税相当額を加算する」方法に統一
されます。皆さまのご理解とご協力をお願いし
ます。
◦新料金はいつから？
平成26年6月請求分（平成26年4月以降ご使用
分）から消費税率8％になります。
◦問い合わせ
▽水道料金＝上下水道局（上水道☎23・1949）
▽下水道使用料＝上下水道局（下水道☎23・
1148）
▽簡易水道料金＝黒木総合支所建設課（☎42・
1118） ／ 星野支所建設経済課（☎52・3114）
▽農業集落排水施設使用料＝黒木総合支所建
設課（☎42・1118）

風水害への備えは
大丈夫ですか？

八女消防本部
（☎24・0119）

上下水道料金が
変わります。

消費税率      に伴い
8％

広報やめ　2014.6.19
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なぜなぜ人権 － かけがえのない命が輝くまちをめざして －■ 問い合わせ＝人権・同和教育課（☎ 23・2074）

　
最
初
は
こ
の
場
所
に
釣
り
堀
を

作
っ
て
、
地
域
の
憩
い
の
場
に
な
れ

ば
と
思
っ
て
始
め
た
の
が
き
っ
か
け

で
し
た
。
も
う
20
年
以
上
前
の
こ

と
で
す
。
仕
事
の
後
や
土
日
は
ほ

と
ん
ど
こ
こ
の
作
業
に
費
や
し
ま
し

た
。
親
族
が
土
木
業
を
し
て
い
た
こ

と
も
あ
り
、
整
地
す
る
た
め
の
石

や
ガ
ラ
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
を
２
ト
ン
車
２
台
分
運
び
込

み
、
一
人
で
こ
つ
こ
つ
と
石
積
み
を

す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
、
10
年
の

歳
月
を
か
け
て
よ
う
や
く
完
成
し

ま
し
た
。
山
水
を
利
用
し
た
大
き

な
池
に
鯉
を
放
し
て
養
殖
を
し
ま

し
た
が
、
な
か
な
か
人
は
集
ま
ら
な

か
っ
た
で
す
ね
。

　
そ
の
当
時
か
ら
ホ
タ
ル
が
自
然

と
出
て
き
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
人

づ
て
に
話
が
広
が
り
、
少
し
ず
つ

人
が
集
ま
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
地
元
の
人
が
椅
子
を
持
ち
寄
っ

て
池
の
側
に
腰
を
お
ろ
し
、
ホ
タ
ル

を
眺
め
な
が
ら
喜
ん
で
い
る
姿
を

見
た
時
は
、う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
。

　
そ
の
後
、
地
元
の
観
光
協
会
や

役
場
の
協
力
も
あ
り
、
本
格
的
に

ホ
タ
ル
の
名
所
と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
よ
う

と
い
う
こ
と
で
、
北
九
州
ほ
た
る
館

で
何
度
も
研
修
を
受
け
、
県
内
外

に
あ
る
ホ
タ
ル
の
観
光
名
所
に
も

視
察
に
行
き
ま
し
た
。
そ
の
成
果

も
あ
っ
て
、
た
く
さ
ん
の
お
客
さ
ん

が
集
ま
る
場
所
に
な
り
ま
し
た
。

　
わ
ざ
わ
ざ
遠
方
か
ら
来
ら
れ
る

お
客
さ
ん
も
多
く
て
、
福
岡
市
や

北
九
州
市
、
他
県
か
ら
来
ら
れ
る

方
も
大
勢
い
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
局
が

取
材
に
来
ら
れ
た
時
は
、「
色
々
な

と
こ
ろ
に
取
材
に
行
っ
た
が
、
こ
ん

な
に
た
く
さ
ん
の
ホ
タ
ル
を
見
れ
た

の
は
こ
こ
が
初
め
て
で
す
」
と
言
っ

て
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
言
葉
は
今

も
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
災
害
当
時
は
こ
こ
も
山
か
ら
土

砂
が
流
れ
こ
み
、
水
浸
し
に
な
っ
て

大
き
な
被
害
に
あ
い
ま
し
た
。
一
時

期
は
も
う
諦
め
よ
う
と
思
っ
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
も
う
一
度
お

客
さ
ん
の
喜
ぶ
顔
が
見
た
い
と
思

い
、
石
垣
を
積
み
直
す
と
こ
ろ
か
ら

始
め
ま
し
た
。
こ
つ
こ
つ
と
一
人
で

作
業
を
し
始
め
、
１
年
か
か
っ
て
よ

う
や
く
石
垣
の
修
復
が
終
わ
る
と
、

思
っ
た
以
上
に
よ
く
で
き
て
い
て
、

復
興
へ
の
思
い
が
一
段
と
強
く
な
り

ま
し
た
。

　
そ
こ
か
ら
水
路
の
補
修
や
ホ
タ

ル
の
養
殖
と
、
時
間
を
か
け
て
作

業
を
続
け
、
よ
う
や
く
あ
る
程
度

の
目
途
が
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
今
年
ど
れ
く
ら
い
ホ
タ
ル
が
出

る
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
来
年
、

再
来
年
を
見
据
え
な
が
ら
、
こ
つ
こ

つ
と
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
多
く
の
お
客
さ
ん
が
毎
年
ホ
タ

ル
の
時
期
を
心
待
ち
に
し
て
来
て

く
れ
ま
す
。
そ
の
喜
ぶ
顔
を
見
る

こ
と
が
、
私
の
生
き
が
い
で
す
ね
。

ホタルの光に
魅せられて
６月５日は環境の日。「広く環境の保全についての関心
と理解を深めるとともに、積極的に環境の保全に関する
活動を行う意欲を高める」ための日（環境基本法）です。
私たちのかけがえのない命は、かけがえのない環境に
よって守られています。その環境を守るのもまた、私た
ち人間なのです。
今回は、上陽町の打越ほたる池をつくられた、中島道
雄さんにお話を伺いました。

中な
か

島し
ま 

道み
ち

雄お

さ
ん
（
上
陽
町
打
越
）

お
客
さ
ん
の
喜
ぶ
顔
が
見
た

く
て

九
州
北
部
豪
雨
災
害
か
ら
３
年

「
こつ
こつ
、こつ
こつ
と
」

中島道雄さん

乱舞するホタル

現在のほたる池のようす
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ワ
ー
ク･

ラ
イ
フ･
バ
ラ
ン
ス
と
は
、

一
人
ひ
と
り
が
や
り
が
い
や
充
実
感
を

感
じ
な
が
ら
働
き
、
仕
事
上
の
責
任
を

果
た
す
と
と
も
に
、
家
庭
や
地
域
生
活

な
ど
に
お
い
て
も
、
子
育
て
期
、
中
高

年
期
と
い
っ
た
人
生
の
各
段
階
に
応
じ

て
多
様
な
生
き
方
が
選
択
・
実
現
で
き

る
こ
と
を
い
い
ま
す
。（
内
閣
府
「
ワ
ー

ク･

ラ
イ
フ･

バ
ラ
ン
ス
憲
章
」
よ
り
）

　　
少
子
高
齢
化
が
進
行
し
、
共
働
き
世

帯
が
増
加
し
、
企
業
間
の
競
争
の
激
化

や
長
期
化
す
る
経
済
の
低
迷
に
よ
り
長

時
間
労
働
の
常
態
化
を
招
い
て
い
る
現

状
で
は
、
仕
事
と
生
活
の
間
で
様
々
な

問
題
を
抱
え
る
人
が
多
く
な
っ
て
い
る

現
状
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
働
き
方
で
は
個
人
や
企

業
、
社
会
全
体
が
持
続
で
き
な
く
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
働
き
方
を
見

直
す
こ
と
で
、
企
業
に
お
い
て
も
、
従

業
員
の
士
気
が
高
ま
り
、
生
産
性
の
向

上
、
優
秀
な
人
材
の
確
保
・
定
着
な
ど

に
つ
な
が
り
、
経
営
的
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実

現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
で
、

個
人
・
企
業
・
社
会
全
体
に
プ
ラ
ス
に

循
環
し
、
社
会
の
永
続
的
な
安
定
・
発

展
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
行
政
や
企
業
だ
け
で
な
く
個
人
の
意

識
を
変
え
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
職
場
環
境
や
仕
事
の

内
容
に
よ
っ
て
は
、「
生
活
」
の
時
間
を

充
分
に
と
れ
な
い
と
い
う
人
も
ま
だ
ま

だ
多
い
こ
と
が
現
状
で
す
。
で
き
る
こ

と
か
ら
始
め
て
、
仕
事
も
家
庭
生
活
も

楽
し
む
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
つ
け
て

み
ま
せ
ん
か
。

仕ワ
ー
ク事

と
生ラ

イ
フ活

の
調バ

ラ
ン
ス和

の
実
現
に
向
け
て

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
と
は

働
き
方
を
見
直
そ
う

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う

□夕食はほとんど家族と一緒に食べ
　ている

□家庭内で家事、育児を分担している

□リフレッシュできる趣味などがあ
　り、それを行う時間もある

□身の回りに親しい友人がいて交流
　がある

□仕事にやりがいを感じている

□自分のライフスタイルに応じた働
　き方ができている

□職場で子育てや家族の介護に対す
　る理解や支援がある

□近所の人との交流がある

□地域での活動やボランティア団体
　に加入している

□が多いほどワーク ･ ライフ ･ バラ
　ンスがとれているといえます。

あなたのワーク・ライフ・バラン
スは？あなたの　　をチェック！ 

Ｓｔｅｐ①

自
分
の
中
で

「
仕
事
」
と

「
生
活
」
の
バ
ラ
ン

ス
を
明
確
に
し
ま

し
ょ
う
。

１
日
24
時
間
。
あ

な
た
は
ど
う
使
っ
て

い
ま
す
か
？

Ｓｔｅｐ②

バ
ラ
ン
ス
を

と
る
た
め

に
、
小
さ
な
こ
と

か
ら
や
っ
て
み
ま

し
ょ
う
！

時
間
を
作
っ
て
、

で
き
る
こ
と
か
ら

ひ
と
つ
始
め
て
み

よ
う
。

Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
③

み
ん
な
で
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に

協
力
し
ま
し
ょ
う
。
み
ん
な

が
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
の
取
れ
た
生
活
を
し
て

い
ま
す
か
？

職
場
や
家
族
で
チ
ー
ム
を

作
っ
て
、
み
ん
な
で
思
い
や

り
な
が
ら
、
工
夫
し
て
一
人

ひ
と
り
が
充
実
し
た
毎
日

を
送
れ
る
よ
う
に
協
力
し
ま

し
ょ
う
。

今
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八
女
市
は
上
水
道
事
業
「
旧
八
女
市・

旧
立
花
町
・
旧
上
陽
町
（
一
部
地
域
を

除
く
）」
お
よ
び
簡
易
水
道
事
業
「
旧

黒
木
町
・
旧
星
野
村
（
一
部
地
域
を
除

く
）」
に
よ
り
、
安
全
で
安
定
し
た
水
道

水
を
供
給
し
て
い
ま
す
。

　
上
水
道
お
よ
び
簡
易
水
道
は
、
市
民

が
健
康
で
快
適
な
生
活
を
お
く
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
水
道
法
で
定
め
ら
れ
た

水
質
検
査
を
実
施
し
、
い
つ
で
も
安
心

し
て
飲
め
る
水
を
皆
さ
ま
に
提
供
し
て

い
ま
す
。
水
道
本
管
が
整
備
さ
れ
た
地

区
で
、
上
水
道
に
未
加
入
の
人
は
、
安

心
し
て
利
用
で
き
る
上
水
道
お
よ
び
簡

易
水
道
へ
の
加
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
年
度
実
施
す
る
水
質
検
査
計
画
に

つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て

い
ま
す
。

　
給
水
装
置
の
工
事
（
新
設
・
改
造
・

修
繕
・
撤
去
）
は
、
水
道
法
に
よ
り
指

定
事
業
者
で
な
け
れ
ば
施
工
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
指
定
事
業

者
は
左
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
（
市
内
業

者
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）。

　
自
宅
に
あ
る
水
道
管
が
破
損
し
た

ら
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
に
あ
る
バ

ル
ブ
を
閉
め
る
な
ど
の
応
急
処
置
を
し

て
、
最
寄
り
の
指
定
事
業
者
（
有
料
）

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
引
っ
越
し
の
際
に
は
水
道
の
開
始
・
中

止
の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
事

前
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

中
止
時
に
は
水
道
料
金
の
精
算
が
必
要

で
す
。
届
け
出
が
な
い
場
合
、
水
道
を

使
用
さ
れ
な
く
て
も
料
金
が
発
生
し
ま

す
。
必
ず
お
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
そ
の
他
ご
不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
＝
上
下
水
道
局

《
料
金
等
の
こ
と
》
☎
２
３・１
９
４
９

《
工
事
等
の
こ
と
》
☎
２
３・１
１
０
７

おいしいな
だいじなお水
ごくごくり

６
月
１
日
か
ら

６
月
７
日
ま
で
は

水
道
週
間
で
す
。

上
水
道
お
よ
び
簡
易
水
道
へ

ご
加
入
く
だ
さ
い

指
定
事
業
者
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

こ
ん
な
時
は
手
続
き
を

水道局職員を装ったトラブルが多発しています。上
下水道局では、次のようなことは行っておりません。
①一般家庭の水質検査 ②浄水器などの販売・貸
し出し・あっせん ③給水管の清掃・修理など

▼水道指定事業者（平成26年5月1日現在 ※指定順）
指定工事事業者名 所在地 電 話 番 号

丸谷商事 西 京 町 ２３・４１１８
千代田工業㈱ 北 平 塚 ２２・４３０７
㈱中村 龍 ヶ 原 ２３・３１５８
牛島電機工業㈱ 大 正 町 ２４・２１７１
㈲井手プロパン商会 大　 島 ２３・３０６５
八女食糧販売㈱ 納　 楚 ２３・２１６６
㈲岩本住設 上 吉 田 ２２・４７１８
㈲スミ設備工業 川　 犬 ２２・５４６５
ＥＭ田中 鵜　 池 ２２・４３１９
永松設備 納　 楚 ２２・７７５３
㈲タナカエンジニア 龍 ヶ 原 ２４・３１４７
吉田ボーリング工業 西矢原町 ２４・４７４３
㈲橋村住設 田　 本 ４２・００９６
㈲角屋 北 川 内 ５４・３３１８
電 ’s タカヤマ 谷　 川 ３７・００６２
清香設備工業㈱ 蒲　 原 ２２・７８８８
川口ガス住設 忠 見 北 ２３・７６６７
野田ホームガス設備 大　 籠 ２２・３０１５
大石設備 室　 岡 ２３・０８４８
㈲今村住設 下 辺 春 ３７・０３１６
㈲立花電工 北　 山 ２３・１５３３
マルタ電器 谷　 川 ３７・０２５６
㈱九電工八女営業所 蒲　 原 ２３・２４５６
牛島燃料店 上 津 江 ２２・２８６９
田中設備 白　 木 ３５・０８４５
三宅設備 下 津 江 ２３・２３６８
㈲牛嶋住興 山　 崎 ２２・６６１１
馬場燃料店 南 馬 場 ２２・４０６０
原管工 谷　 川 ３７・０６９２
㈲八女衛生社 上 吉 田 ２３・５４３５
㈲住環境総合開発 桑　 原 ４２・１１８５
ひら川設備 中宮野町 ２４・３１１５
ケア設備梅野 本　 分 ４２・３４５０
㈲村口電工 久 木 原 ５４・２２７８
㈱高田電気 北 川 内 ５４・２０４９
ミスミデンキ 北 川 内 ５４・２１４３
㈲井上商店住設部 北 川 内 ５４・２１６５
㈲ヤマト 北 川 内 ５４・２１２５
西木テレビサービス 久 木 原 ５４・３２０８
仁田原商店 大　 淵 ４５・００３５
㈲クリハラ管工事 北　 山 ２２・５９７１
河原設備 兼　 松 ３７・０５５３
モリアキ建設㈲ 本　 分 ４２・３８２７
大坪（博通）建設 蒲　 原 ２２・５６１２
西村住設 本 ２４・１０６７
平島設備 田　 形 ３７・１０２５
水環境企画・一究 吉　 田 ２２・５１０９
德住工業 今　 福 ２４・５２６２
ともけい設備 大　 島 ２２・３５６４
創水 稲　 富 ２３・０１８３
㈲弥栄工業 北　 山 ２３・１１９８
三和住宅設備 本　 分 ４２・４０５１
合柴尾電気商会 桑　 原 ４２・１１８３
馬渡設備工業 北 木 屋 ４２・１３３５
㈲椿原住宅設備 黒　 木 ４２・０２６９
椿原住宅設備工事部 黒　 木 ４２・１２３７
㈲穴見商店 桑　 原 ４２・０１３０
和興住宅設備 北 木 屋 ４５・０８７９
㈱山口電気 星 野 村 ５２・３２１８
㈱ホクショウ 豊 福 ２３・３３２３
井上設備 平 田 ２４・０１６５
濵田設備 鵜 池 ２４・４８１８
牛島設備工業㈲ 吉 田 ２３・７５７0

悪
質
な
業
者
に

ご
注
意
‼

受水槽を設置されている人（事業所）は・・・
水道法および八女市給水条例に基づき、受水槽の清
掃および水質検査を年１回以上実施することが義務
付けられています。
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1004

平成27 6
30

あなたの声を届けてください！
皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に届けてくだ
さい。将来の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につ
いては実現に向けて努力してまいります。なお、市の事務と関係ない
ものについては回答しておりませんので、ご了承ください。
○市長室直通ファクスも市内からは無料でご利用いただけます。
　　０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）

《回答が必要な方は、住所・氏名・電話番号の記入をお願いします。》

８３４ ８７９０八女郵便局

【
未
来
を
担
う
子
ど
も
の
教
育
及

び
少
子
化
対
策
事
業
】

▽
高
橋
紀
之
（
山
梨
県
都
留
市
）

▽
福
山
一
也
（
久
留
米
市
）

【
観
光
振
興
・
交
流
事
業
】

▽
高
橋
紀
之
（
山
梨
県
都
留
市
）

【
環
境
保
全
事
業
】

▽
匿
名
　
　
１
件

４
月
末
現
在
累
計
額
＝
２
８
９
９

万
８
９
０
４
円

【
見
崎
中
学
校
へ
】

▽
忠
見
ゴ
ル
フ
会
＝
生
徒
用
図
書

30
冊

ふ
る
さ
と
支
援
寄
附
の
お
礼

　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
敬
称
略

寄
附
の
お
礼　
※
敬
称
略

　
平
成
24
年
の
矢
部
川
豪
雨
災
害
。そ
れ
は
、

多
く
の
人
に
と
っ
て
想
定
外
の
自
然
の
猛
威

で
し
た
。
し
か
し
、
過
去
に
も
、
大
正
10
年
、

昭
和
28
年
と
矢
部
川
流
域
は
同
規
模
の
大
水

害
に
繰
り
返
し
見
舞
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
６

月
の
企
画
展
で
は
、
こ
れ
ら
三
大
水
害
の
記

録
写
真
80
点
余
、
江
戸
時
代
の
川
絵
図
、
水

害
記
録
誌
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

　
こ
の
写
真
展
が
、
洪
水
避
難
・
防
災
知
識

の
習
得
、
治
水
事
業
の
啓
蒙
、
被
災
地
の
復

興
と
振
興
な
ど
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◦
期
間
＝
６
月
３
日
㈫
～
６
月
19
日
㈭
、
６

月
23
日
㈪
～
６
月
29
日
㈰

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
横
町
町
家

交
流
館
（
☎
２
３
・
４
３
１
１
）

矢部川三大水害
記録写真展

横町町家
交流館
6月の催し

◦ 開催日＝６月７日㈯
◦ 会場＝八女市立花市民センター
    ( 八女市役所立花支所内 ) ☎ 23・5141
◦ 出演者＝八女、上陽、黒木、立花、矢部、星野
の元気な女性6人と茶のくに案内所より1人（敬称略）
　（八女）門司 香代子　 （上陽）森下　可奈
　（黒木）樋口　眞澄　  （立花）竹島　晴美
　（矢部）関　   和代　  （星野）石橋　道子
　（案内所）辻　直美
◦ コーディネーター＝森 千鶴子（森の新聞社）
◦ スケジュール
　◦9:30　開場
　◦9:55　開会
　◦10:00　茶のくにもてなし暖議
　◦11:45　八女のひるごはん（立花町の母ちゃん
　　グループ）有料５00 円、　先着 1０0 人
★地元でとれた野菜や果物を使った漬物や加工品。
おひるごはんには欠かせない「ご飯の友」を立花町
の母ちゃんたちが提供します。
   ◦12:30　終了
◦ 問い合わせ＝観光振興課（☎ 23・1192）

「
茶
の
く
に
自
慢 

も
て
な
し
暖
議
」
は
八
女
各
地
で

活
躍
し
て
い
る
元
気
な
女
性
た
ち
に
集
ま
っ
て
い
た

だ
い
て
、
茶
の
く
に
の
暮
ら
し
や
も
て
な
し
を
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
第
５
回
を
迎
え
た
今
年
の
開
催

は
立
花
町
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
さ
て
ど
ん
な
自
慢
話
が
飛
び
出
す
か
、
八

女
の
元
気
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

6/7
 ㈯

9:30～

暖

第5
回

茶
の
く
に
自
慢

も
て
な
し    

議
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夢を運び続ける
　移動図書館車　

八女市商工会 上陽支所
※上陽支所内

（☎５４・２８５１）

☀
販
売
開
始
日
＝
６
月
19
日
㈭
～

販
売
時
間
（
平
日
）
＝
８
時
30
分
～

16
時

★
６
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰
も
販
売
し

ま
す
。
※
土
日
の
販
売
時
間
は
８
時

30
分
～
15
時

☀
販
売
総
額
＝
２
億
円

☀
販
売
金
額
＝
１
冊
１
万
円

※
１
冊
は
額
面
千
円
の
券
を
11
枚
つ
づ

り
。

☀
購
入
限
度
＝
１
人
10
冊
（
10
万
円
）

ま
で

※
１
世
帯
50
万
円
ま
で
。
た
だ
し
、

り
災
証
明
書
の
発
行
を
受
け
た
世
帯

は
１
人
20
万
円
ま
で
か
つ
１
世
帯
１

０
０
万
円
ま
で
と
し
ま
す
。

☀
使
用
期
間
＝
平
成
26
年
６
月
19
日

㈭
～
同
12
月
19
日
㈮
（
６
か
月
）

※
完
売
次
第
終
了
と
し
ま
す
の
で
、

お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。

プレミアム付き！
旧八女郡内で使える

「
八
女
の
郷
ふ
れ
あ
い
商
品

券
」
を
販
売
し
ま
す
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
「
八
女
の
郷

ふ
れ
あ
い
商
品
券
」
を
発
行
し
ま
す
。

旧
郡
内
の
取
扱
店
で
使
用
で
き
ま
す
。

　

市
政
に
対
す
る
ご
意
見
や
苦
情
、
疑
問
な

ど
、
あ
な
た
の
「
声
」
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
建
設
的
な
ご
意
見
や
ご
提
案
に
つ
い
て

は
、
市
長
や
担
当
課
な
ど
か
ら
直
接
ご
本
人

へ
回
答
も
し
て
い
ま
す
の
で
、
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
等
連
絡
先
の
記
入
を
お
願
い
し
ま

す
。
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
対
応
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
特
定
の
個
人
を
誹
謗
、
中
傷
、
非
難
す
る

な
ど
し
て
い
る
も
の
▽
公
の
秩
序
ま
た
は
善

良
の
風
俗
に
反
す
る
も
の
▽
明
ら
か
に
営
利

を
目
的
と
し
て
い
る
も
の
▽
趣
旨
が
不
明
確

も
し
く
は
不
明
な
も
の
▽
そ
の
他
、
市
が
不

適
当
と
判
断
す
る
も
の

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
市
長
公
室
秘
書
広
報
係

（
☎
２
３
・
１
１
１
０
）

あ
な
た
の       

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

声

く
す
の
実
俳
句
会

荒す
さぶ
世よ
の
ア
ン
ネ
の
バ
ラ
の
芽め
は
枯か
れ
ず
　

有
明
の
海
を
遙は
る
か
に
山

や
ま
つ
ば
き椿

拝は
い
で
ん殿へ
続つ

づ
く
石い

し
だ
ん段
す
み
れ
草

水す
い
せ
ん仙の

庭
を
め
ぐ
り
て
揃そ

ろ
ひ
咲さ

き

次じ
せ
だ
い
世
代
に
つ
な
ぐ
桜
の
苗
植う

う
る

亡な

き
猫ね

こ
の
破や

ぶ
り
し
ま
ま
の
春は

る
し
ょ
う
じ

障
子

花は
な

筏い
か
だ
行ゆ

く
方え

定さ
だ
め
ぬ
身
の
定
め

園え
ん

児じ

等ら

の
声
弾は

ず
ま
せ
る
花は

な
見み

茣ご

蓙ざ

落お
ち
つ
ば
き椿
散ち

り
た
る
ま
ま
の
風ふ

ぜ
い情
か
な

原げ
ん
ぱ
つ発

の
町
に
満ま

ん
か
い開

桜
咲
く

た
か
ん
な
の
皮
に
厳き
び
し
き
仕し

付つ

け
か
な

増ぞ
う
ぜ
い税

や
家
の
花は

な
冷び

え
始
ま
り
ぬ

土つ
く
し筆
あ
と
杉す

ぎ
な菜
に
足
を
と
ら
れ
け
り

筍た
け
の
この

並
ぶ
並
ぶ
や
道
の
駅

吉
泉
守
峰

寺
田
睦
子

青
木
早
弓

鍋
島
翔
山

野
崎
万
智
子

松
尾
ア
サ
子

吉
泉
守
峰

中
村
テ
ル
ヨ

中
尾
カ
ヲ
ル

原
　
宣
子

樋
口
　
力

西
島
志
乃
芙

末
継
ミ
ヨ
子

深
町
和
子

立
花
俳
句
会

◦
本
券
は
、
八
女
市
商
工
会
地

域
（
旧
黒
木
町
・
旧
立
花
町
・

旧
上
陽
町
・
旧
星
野
村
・
旧
矢

部
村
）
の
取
扱
店
の
み
で
し
か

使
用
で
き
ま
せ
ん
。

◦
本
券
は
現
金
と
の
引
き
替
え

は
で
き
ま
せ
ん
。

◦
公
共
料
金
・
他
の
商
品
券
等

の
支
払
い
お
よ
び
有
価
証
券
等

の
購
入
に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

◦
本
券
で
釣
り
銭
は
で
ま
せ
ん
。

八女市商工会 立花支所
※立花商工会館

（☎３７・１４５１）

八女市商工会 星野支所
※星野商工会館

（☎５２・２２０７）

八女市商工会 矢部支所
※矢部商工会館

（☎４７・２２１６）

販売・問い合わせ

《注意事項》

八女市商工会 黒木本所
※黒木総合支所内

（☎４２・０１５３）

旧黒木町

旧立花町
旧上陽町

旧矢部村

旧星野村

八女の地
で伝統芸能を

楽しんでもらいたい

14

ご意見記入欄　　　（八女市広報Ｈ 26.6）

キ
リ
ト
リ
セ
ン

キリトリセン

1.　広報紙またはホームページ（掲載可・掲載不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「掲載可」に○を付けられた
場合は、個人が特定されることがないよう個人情報の取り扱い
に十分注意し、広報紙または八女市ホームページに掲載する場
合があります。ご記入のない場合は掲載不可と判断します。
2.　情報公開　（公開可・公開不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「公開可」に○を付けられた
場合は、八女市情報公開条例の規定により公開請求があった場
合は公開の対象となるときがあります（個人情報を除く）。ご
記入のない場合は、公開不可と判断します。
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６月の 
八女市立図書館（本館）☎22・2504
※本館の開館時間＝平日10時～20時
　　　　　　　　土日祝10時～18時

上陽分館 ☎54・3131
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・1522
※分館の開館時間＝9時～17時30分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

図書館だより

《上陽・立花・矢部・星野分館の休館日》
※月曜・祝・休日、館内整理日  
2 ㈪ ,9 ㈪ ,16 ㈪ ,23 ㈪ ,27 ㈮ ,30 ㈪

《本館の休館日》※月曜、館内整理日
2 ㈪ ,9 ㈪ ,16 ㈪ ,23 ㈪ ,27 ㈮ ,30 ㈪図書館の休館日

6月

ホームページ  www.library.yame.fukuoka.jp

《黒木分館の休館日》※火曜・祝・休日、館内整理日

3 ㈫ ,10 ㈫ ,17 ㈫ ,24 ㈫ ,27 ㈮

✿6月の館内整理日は27日㈮✿

幼児～小学生の皆さん対象です♪

♥本館＝7日、14日、21日、28日
おはなしコーナー
※いずれも土曜日14時から
※28日は小学生対象
♥黒木分館＝14日㈯10時30分～
おはなしコーナー

6月のよみきかせ

6月のあかちゃんよみきかせ
０～２歳くらいの赤ちゃん対象で
す♪
♥本館＝21日㈯11時～　２階
研修室
♥黒木分館＝26日㈭10時30分
～　おはなしコーナー

　春のマナーアップ
キャンペーンを4月26
日㈯～ 5月12日㈪まで
実施しました。本館１
階に図書館でのマナー
や本の取り扱いの仕方
などをわかりやすく掲
示しました。
　秋にもマナーアップ
キャンペーンを行いま
すので、ぜひ一度ご覧
ください。

春のマナーアップ
キャンペーン

　今年度も移動図書館車「ゆめみらい号」が「黒木・
矢部」地域を「走るゆめのブックランド号」が「上陽・
星野」地域を巡回します。新しく巡回場所になった保
育園や幼稚園、小学校では子どもたちが目を
輝かせて笑顔で本を探していました。両手
で大事そうに本を持ちながら「ありがとご
ざいます」と頭を下げる姿がとてもさわや
かで印象的でした。

【坂本繁二郎資料室休館のお知らせ】
館内整理のため、次の期間坂本繁二郎資料室は休館します。
◦期間＝6月8日㈰～ 7月11日㈮◦問い合わせ＝八女市立図書館（☎22・2504）

西光園 つくし幼稚園

夢を運び続ける
　移動図書館車　

Yａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で暮らす皆さんを紹介します

八
女・伝
統
芸
能
を
楽
し
む
会
事
務
局
長 
峰み

ね

松ま
つ 

洋よ
う

子こ

さ
ん（
本
町
）

久留米市生まれ。20 年ほど前に町おこし
の友人に誘われ夫婦で八女に移り住み、
白壁の町並みで『葉山』を開店。

「いろんな人に助けられ本当にありがたい
です。八女にはたくさんの町おこしの材料
や情熱を持った人がいます。人と人とをつ
ないでいくお手伝いができれば幸いです」
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７
月
17
日
㈭
に
お
り
な
す
八
女
で

開
催
さ
れ
る
『
市
川
猿
之
助
特
別
舞
踊

公
演
』
。
峰
松
さ
ん
は
主
催
す
る
『
八

女
・
伝
統
芸
能
を
楽
し
む
会
』
の
事
務

局
長
と
し
て
、
９
人
の
仲
間
で
公
演
成

功
に
向
け
奮
闘
す
る
日
々
で
す
。

「
小
さ
い
こ
ろ
久
留
米
で
歌
舞
伎
な
ど

の
芝
居
が
あ
る
時
は
、
浄
瑠
璃
の
好
き

だ
っ
た
伯
父
に
よ
く
連
れ
て
行
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
三
味
線
や
鼓
な
ど
お
囃

子
が
好
き
で
す
ね
。
今
も
あ
ち
こ
ち
に

歌
舞
伎
な
ど
の
公
演
を
観
に
出
か
け
て

い
ま
す
が
、
今
回
関
係
者
の
方
を
通
じ

ご
縁
が
あ
っ
て
、
市
川
猿
之
助
の
公
演

が
実
現
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
八
女
に
は
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文

化
財
の
『
八
女
福
島
の
燈
籠
人
形
』
や

福
岡
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
『
旭

座
人
形
芝
居
』
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
伝
統
を
守
っ
て
い
く
た
め
に

も
、
若
い
人
た
ち
に
も
っ
と
和
楽
に
親

し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
お
り
な
す
八
女
が
開
館
し
、
ク
ラ

シ
ッ
ク
を
は
じ
め
一
流
の
芸
術
・
文
化

に
触
れ
合
う
機
会
が
多
く
な
り
と
て
も

う
れ
し
い
で
す
。
子
ど
も
の
た
め
の
チ

ケ
ッ
ト
や
、
前
日
の
リ
ハ
ー
サ
ル
な
ど

を
子
ど
も
た
ち
が
見
学
で
き
る
よ
う
な

機
会
が
あ
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
ね
。

　
今
回
の
公
演
は
反
響
が
大
き
く
、
市

内
の
皆
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
遠
方
か
ら

も
た
く
さ
ん
の
方
が
お
見
え
に
な
る
よ

う
で
す
。
遠
方
の
方
た
ち
や
、
ま
た
、

初
め
て
の
八
女
公
演
を
楽
し
み
に
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
猿
之
助
さ
ん
た
ち

に
も
、
八
女
茶
や
八
女
の
町
並
み
な
ど

八
女
を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
お

も
て
な
し
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。
会
で
は
こ
れ
か
ら
も
、
伝
統
芸
能

公
演
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
多
く
の
皆
様
に
伝
統
芸
能
を
身

近
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
で
す
」

八女の地
で伝統芸能を

楽しんでもらいたい



平
成
26
年
度
の
市
県
民
税
の
納
税
通
知
書

を
６
月
10
日
付
で
郵
送
し
ま
す
。
納
税
通
知

書
が
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
、
必
ず
内
容

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

平
成
26
年
度
の
市
県
民
税
は
、
１
月
１
日

に
本
市
に
住
所
の
あ
る
人
に
対
し
て
、
平
成

25
年
中
の
所
得
を
も
と
に
計
算
し
、
決
定
し

ま
す
。
退
職
な
ど
に
よ
り
現
在
収
入
が
な
く

て
も
、
平
成
25
年
中
に
収
入
が
あ
れ
ば
課
税

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

平
成
26
年
１
月
１
日
現
在

◦
市
内
に
居
住
し
平
成
25
年
中
に
一
定
以
上

の
所
得
が
あ
っ
た
人

◦
市
内
に
居
住
し
て
い
な
い
が
、
市
内
に
事

務
所
、
事
業
所
、
家
屋
敷
を
所
有
し
て
い
る

人【
均
等
割
も
所
得
割
も
か
か
ら
な
い
人
】

◦
平
成
25
年
中
に
所
得
の
な
か
っ
た
人

◦
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人

◦
障
害
者
、
未
成
年
、
寡
婦
（
寡
夫
）
で
平

成
25
年
中
の
合
計
所
得
金
額
が
１
２
５
万
円

以
下
の
人

◦
平
成
25
年
中
の
合
計
所
得
金
額
が
、
28
万

円
に
本
人
、
控
除
対
象
配
偶
者
お
よ
び
扶
養

親
族
の
合
計
数
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
控
除

対
象
配
偶
者
ま
た
は
扶
養
親
族
が
い
る
場
合

に
は
、
そ
の
金
額
に
さ
ら
に
16
万
８
千
円
を

加
算
し
た
金
額
）
以
下
の
人

【
所
得
割
が
か
か
ら
な
い
人
】

◦
平
成
25
年
中
の
総
所
得
金
額
等
が
、
35
万

円
に
本
人
、
控
除
対
象
配
偶
者
お
よ
び
扶
養

親
族
の
合
計
数
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
控
除

対
象
配
偶
者
ま
た
は
扶
養
親
族
が
い
る
場
合

に
は
、
そ
の
金
額
に
さ
ら
に
32
万
円
を
加
算

し
た
金
額
）
以
下
の
人

　
市
県
民
税
を
納
め
る
方
法
は
、
主
に
次
の

と
お
り
で
す
。

◦
納
税
通
知
書
で
納
め
る
方
法
（
普
通
徴

収
）・
・
・
事
業
所
得
者
な
ど

※
市
か
ら
個
人
あ
て
に
直
接
送
付
す
る
納
税

通
知
書
（
６
月
10
日
付
発
送
）
に
よ
り
、
年

税
額
を
平
成
26
年
６
月
、
８
月
、
10
月
、
平

成
27
年
１
月
の
４
回
の
納
期
に
分
け
て
納
め

て
い
た
だ
き
ま
す
。

◦
勤
務
先
で
給
与
か
ら
差
し
引
い
て
納
め
る
方

法
（
給
与
特
別
徴
収
）・
・
・
給
与
所
得
者

※
年
税
額
を
平
成
26
年
６
月
か
ら
平
成
27
年

５
月
ま
で
の
12
回
に
分
け
て
、
給
与
か
ら
差

し
引
い
て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◦
公
的
年
金
か
ら
差
し
引
い
て
納
め
る
方
法

（
年
金
特
別
徴
収
）・
・
・
公
的
年
金
受
給
者

※
年
税
額
を
平
成
26
年
４
月
か
ら
平
成
27
年

２
月
ま
で
年
金
支
給
月
の
６
回
に
分
け
て
、
年

金
か
ら
差
し
引
い
て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

徴収方法 自分で納付（普通徴収） 年金からの引き落とし（特別徴収）

年 度 前半 後半

徴 収 月 6月 8月 10月 12月 2月

税 額

3,000円 3,000円 2,000円 2,000円 2,000円

１／４ １／４ １／６ １／６ １／６
年税額の 年税額の

徴収方法 年金からの引き落とし（特別徴収）

年 度 前半（仮徴収） 後半（本徴収）

徴 収 月 4月 6月 8月 10月 12月 2月

税 額

2,000円 2,000円 2,000円 3,000円 3,000円 3,000円

１／３ １／３ １／３
26年2月と同じ額 26年度税額の残りの

現在まで年金から特別徴収されていない人、または
年金からの特別徴収が途中で中止になった人

前年度に引き続き特別徴収の人

例平成26年度の税額が12,000円の場合

例平成26年度の税額が15,000円、平成26年2月の徴収税額
が2,000円だった場合

例
１

例
２

税▼
市
県
民
税
を
納
め
る
人

▼
市
県
民
税
が
課
税
さ
れ
な
い
人

▼
納
め
る
方
法

平
成
26
年
度
市
県
民
税
に
つ
い
て

◉
問
い
合
わ
せ
＝
税
務
課
市
民
税
係
（
☎
２
３
・
１
１
１
３
）

公的年金からの市県民税の徴収方法
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平
成
22
年
10
月
支
給
の
年
金
か
ら
市
県
民

税
の
特
別
徴
収
（
以
下
「
年
金
特
徴
」）
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。
年
金
特
徴
と
は
、
市
県
民

税
の
う
ち
、
公
的
年
金
に
か
か
る
市
県
民
税

額
を
年
金
か
ら
差
し
引
い
て
納
め
て
い
た
だ

く
制
度
で
す
。

年
金
特
徴
は
、
徴
収
方
法
が
変
更
に
な
る

だ
け
で
、
市
県
民
税
の
税
額
が
変
更
に
な
る

制
度
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◦
対
象
と
な
る
人

次
の
①
～
⑤
す
べ
て
の
条
件
に
当
て
は
ま
る

人①
公
的
年
金
等
を
受
給
さ
れ
て
い
る
満
65
歳

以
上
の
人
（
平
成
26
年
４
月
１
日
現
在
）

②
公
的
年
金
に
か
か
る
所
得
に
対
し
て
市
県

民
税
が
課
税
さ
れ
る
人

③
年
額
18
万
円
以
上
の
老
齢
基
礎
年
金
、
老

齢
年
金
等
を
受
給
さ
れ
て
い
る
人

④
平
成
26
年
１
月
１
日
以
降
引
き
続
き
八
女

市
内
に
お
住
ま
い
の
人

⑤
介
護
保
険
料
が
年
金
か
ら
引
き
落
と
し
さ

れ
て
い
る
人

※
ご
自
身
が
対
象
に
な
っ
て
い
る
か
は
、
６
月

10
日
付
発
送
の
市
県
民
税
納
税
通
知
書
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

◦
徴
収
方
法　
※
前
ペ
ー
ジ
参
照

　
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
に
対
す
る
市
県

民
税
を
、
年
６
回
（
４
月
・
６
月
・
８
月
・

10
月
・
12
月
・
翌
年
２
月
）
の
年
金
支
給
月

ご
と
に
年
金
か
ら
引
き
落
と
し
ま
す
（
特
別

徴
収
）。

■
市
県
民
税
均
等
割
の
引
き
上
げ

「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
関
し
地

方
公
共
団
体
が
実
施
す
る
防
災
の
た
め
の

施
策
に
必
要
な
財
源
の
確
保
に
係
る
地
方

税
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
」に
基
づ
き
、

平
成
26
年
度
か
ら
平
成
35
年
度
ま
で
の
10

年
間
、
市
民
税
・
県
民
税
の
均
等
割
が
そ

れ
ぞ
れ
５
０
０
円
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
こ

の
引
き
上
げ
に
よ
る
税
収
は
、
八
女
市
と
福

岡
県
で
実
施
す
る
防
災
・
減
災
事
業
に
充

て
ら
れ
ま
す
。

■
給
与
所
得
控
除
の
改
正

　

１
年
間
の
給
与
等
の
収
入
が
１
５
０
０
万

円
を
超
え
る
場
合
の
給
与
所
得
控
除
に
つ
い

て
、
２
４
５
万
円
の
上
限
が
設
け
ら
れ
ま
し

た
。

■
公
的
年
金
所
得
者
が
寡
婦
・
寡
夫
控
除
を

受
け
よ
う
と
す
る
場
合
の
申
告
手
続
の
簡
素

化
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
以
外
の
所
得
を

有
し
な
か
っ
た
者
が
寡
婦
・
寡
夫
控
除
を
受

け
よ
う
と
す
る
場
合
の
市
県
民
税
の
申
告
書

の
提
出
を
不
要
と
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
所
得
税
に
お
い
て
、
年
金
所
得

者
に
係
る
源
泉
徴
収
税
額
の
計
算
で
控
除

対
象
と
さ
れ
る
人
的
控
除
の
範
囲
に「
寡
婦・

寡
夫
」
が
加
え
ら
れ
、
年
金
所
得
者
が
年

金
保
険
者
に
提
出
す
る
扶
養
親
族
等
申
告

書
お
よ
び
年
金
保
険
者
が
市
町
村
に
提
出

す
る
公
的
年
金
等
支
払
報
告
書
に
、
新
た

に
「
寡
婦
・
寡
夫
」
の
記
載
が
追
加
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
市
町
村
で
寡
婦
・
寡
夫
控
除

の
適
用
の
有
無
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
た
た
め
で
す
。

※
注
意
　
扶
養
親
族
等
申
告
書
に
寡
婦
・

寡
夫
の
記
載
を
漏
ら
し
た
人
や
扶
養
親
族

等
申
告
書
を
提
出
し
て
い
な
い
人
は
、寡
婦・

寡
夫
控
除
の
適
用
の
有
無
が
把
握
で
き
ま

せ
ん
。
そ
の
場
合
は
、
確
定
申
告
ま
た
は
市

県
民
税
の
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

▼
公
的
年
金
か
ら
の
市
県
民
税
の

引
き
落
と
し
（
特
別
徴
収
）

▼
平
成
26
年
度
（
平
成
25
年
分
所
得
）

課
税
の
主
な
改
正
点

主な
改正点は
３つです！

均等割 現行
（平成25年度まで）

平成26年度から
平成35年度まで

市民税 ３，０００円 ３，５００円

県民税 １，５００円 ２，０００円

合計（年額） ４，５００円 ５，５００円

給与収入
給与所得控除

改正前 改正後

1,000万円超
1,500万円以下

給与収入金額×0.95－170万円
給与収入金額×0.95－170万円

1,500万円超 給与収入金額－245万円
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黒
木
町
の
主
計
俊
朗
さ
ん
所

有
の
竹
林
で
珍
し
い
タ
ケ
ノ
コ

が
採
れ
た
と
４
月
30
日
㈬
、
黒

木
総
合
支
所
に
届
け
て
も
ら
い

ま
し
た
。
こ
の
タ
ケ
ノ
コ
は
根

元
か
ら
二
股
に
分
か
れ
て
い
て

そ
れ
ぞ
れ
約
30
㌢
と
約
20
㌢
の

長
さ
。
主
計
さ
ん
は
「
ま
る
で

夫
婦
の
よ
う
な
タ
ケ
ノ
コ
だ
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

18

第
36
回
西
日
本
軟
式
野
球
大

会
（
２
部
）
の
福
岡
県
大
会
が
４

月
19
日
㈯
・
20
日
㈰
の
２
日
間
、

中
間
市
営
球
場
で
開
催
さ
れ
、
星

野
ク
ラ
ブ
が
準
優
勝
し
ま
し
た
。

樋
口
俊
輔
監
督
は
「
昨
年
は

高
松
宮
賜
杯
第
57
回
全
日
本
軟

式
野
球
大
会
（
２
部
）
と
第
47

回
福
岡
県
軟
式
野
球
選
手
権
大

会
の
２
大
会
で
県
大
会
に
出
場

し
た
も
の
の
、
い
ず
れ
も
１
回
戦

で
敗
退
し
て
し
ま
い
、
悔
し
い
思

い
を
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
、
３

度
目
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
１
回
戦
突

破
。
し
か
も
準
優
勝
す
る
こ
と
が

で
き
て
非
常
に
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。
一
昨
年
の
災
害
か
ら
復
興
途

中
で
あ
る
地
元
の
星
野
村
に
、
野

球
を
通
じ
て
少
し
で
も
明
る
い
話

題
を
提
供
し
た
い
と
の
思
い
で
頑

張
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

よ
り
上
位
を
目
指
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
意
欲
を
語
り
ま

し
た
。

星
野
村
の
古
陶
星
野
焼
展

示
館
で
４
月
30
日
㈬
、
韓
日
茶

文
化
交
流
会
が
行
わ
れ
、
星
野

村
茶
道
文
化
連
盟
「
朝
霧
会
」

（
日
野
佐
津
子
会
長
）
と
韓
国

光
州
広
域
市
の
「
月
庭
茶
会
」

（
金キ
ム
ヨ
ン
ジ
ャ

英
子
代
表
）
が
互
い
の
お

点
前
を
披
露
し
あ
い
ま
し
た
。

参
加
者
が
見
守
る
中
、
月
庭

茶
会
の
皆
さ
ん
は
大
き
い
茶
わ

ん
に
抹
茶
を
た
て
た
後
、
小
さ

い
茶
わ
ん
に
つ
ぎ
分
け
て
ふ
る

ま
い
ま
し
た
。
今
回
は
韓
国
の

茶
文
化
に
ふ
れ
て
も
ら
お
う
と

星
野
中
学
校
２
年
生
21
人
も
参

加
。
生
徒
ら
は
「
韓
国
の
お
茶

は
お
い
し
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。
日
野
会
長
は
「
韓
国
巨

済
市
と
八
女
市
と
の
姉
妹
都
市

締
結
後
の
交
流
会
で
、
よ
り
親

密
な
交
流
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
星
野
中
学
校
の
生
徒

も
韓
国
の
茶
文
化
に
ふ
れ
、
貴

重
な
体
験
に
な
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。
長
年

続
く
こ
の
交
流
を
今
後
も
持
続

発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

準優勝した星野クラブの選手

チマ・チョゴリ姿で抹茶をたてる「月庭茶会」の皆さん

星
野
ク
ラ
ブ
県
大
会
準
優
勝
！

夫
婦
タ
ケ
ノ
コ
発
見
！

韓
国
の
お
茶
文
化
に
ふ
れ
る 

韓
日
茶
文
化
交
流
会

第
52
回
福
岡
県
身
体
障
害
者
体

育
大
会
が
４
月
26
日
㈯
、
博
多
の

森
陸
上
競
技
場
と
ク
ロ
ー
バ
ー
プ

ラ
ザ
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

八
女
市
内
か
ら
36
人
の
選
手
が
参

加
し
、今
大
会
は
メ
ダ
ル
20
個
（
金

メ
ダ
ル
13
個
・
銀
メ
ダ
ル
４
個
・

銅
メ
ダ
ル
３
個
）
を
獲
得
し
ま
し

た
。入

賞
し
た
選
手
な
ど
10
人
が
５

月
８
日
㈭
、
市
役
所
を
訪
れ
て
三

田
村
市
長
に
入
賞
を
報
告
し
ま
し

た
。
報
告
を
受
け
た
三
田
村
市
長

は
「
す
ば
ら
し
い
成
績
は
日
ご
ろ

の
練
習
の
た
ま
も
の
で
す
。
活
躍

に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
」
と

選
手
の
皆
さ
ん
を
た
た
え
ま
し
た
。

身
体
障
害
者
体
育
大
会
で
市
民
が
活
躍

メダルを首にかけ笑顔の選手や関係者の皆さん

総合支所玄関に飾っていました
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八
女
茶
祖 

栄
林
周
瑞
禅
師
の
遺
徳
を
し
の
ぶ

で
き
る
こ
と
を
積
極
的
に 

自
主
防
災
組
織
研
修
会

立
春
か
ら
数
え
て
八
十
八
夜
に

あ
た
る
５
月
２
日
㈮
、
黒
木
町
笠

原
の
霊
巌
寺
で
献
茶
祭
が
行
わ

れ
、
地
元
の
茶
農
家
や
茶
業
関
係

者
な
ど
約
２
０
０
人
が
参
列
し
ま

し
た
。
八
女
茶
は
今
か
ら
約
６
０

０
年
前
に
栄
林
周
瑞
禅
師
が
中
国

か
ら
茶
の
種
子
を
持
ち
帰
り
、
当

時
の
庄
屋
に
栽
培
法
な
ど
を
伝
授

し
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま

す
。皇

風
煎
茶
礼
式
総
師
範
の
平
島

光
宣
さ
ん
が
新
茶
を
淹
れ
て
献
上

し
た
後
、
参
列
者
が
焼
香
し
茶
祖

栄
林
周
瑞
禅
師
の
遺
徳
を
し
の
ぶ

と
と
も
に
茶
業
の
振
興
発
展
を
祈

念
し
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
の
八

女
茶
山
唄
日
本
一
大
会
優
勝
の
髙

見
恵
子
さ
ん
が
八
女
茶
山
唄
を
奉

納
し
ま
し
た
。
主
催
者
の
三
田
村

市
長
は
「
お
茶
は
農
産
物
の
な
か

で
主
要
な
柱
。
消
費
者
へ
の
Ｐ
Ｒ

や
恵
ま
れ
た
自
然
条
件
、
そ
し
て

生
産
者
の
積
み
重
ね
ら
れ
た
知
識
、

技
術
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
、

10
年
、
15
年
先
を
見
据
え
た
品
質

向
上
、
産
地
体
制
の
確
立
を
目
指

し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

八
女
市
内
の
防
犯
指
導
員
14
人

に
八
女
警
察
署
長
と
八
女
地
区
防

犯
協
会
長
か
ら
４
月
23
日
㈬
、
委

嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

防
犯
指
導
員
は
、
安
全
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
に
す
る
た
め

に
、
街
頭
犯
罪
抑
止
対
策
活
動
な

ど
を
通
じ
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
の

防
犯
意
識
を
高
め
る
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
皆
さ
ん

と
警
察
と
の
パ
イ
プ
役
で
す
。
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

委
嘱
を
受
け
た
防
犯
指
導
員
の

皆
さ
ん
で
す
（
敬
称
略
）。

◦
牛
島
良
育
（
立
花
町
原
島
）

◦
髙
田
龍
介
（
上
陽
町
北
川
内
）

◦
下
川
光
弘
（
本
町
）

◦
田
中
忠
信
（
星
野
村
）

◦
山
中
洋
一（
矢
部
村
北
矢
部
）

◦
坂
本
弘
敏
（
立
花
町
白
木
）

◦
橋
爪
哲
也
（
吉
田
）

◦
緒
方
徳
次
（
黒
木
町
木
屋
）

◦
馬
場 

猛
（
上
陽
町
上
横
山
）

◦
井
上 
明
（
大
島
）

◦
合
原
博
人
（
黒
木
町
木
屋
）

◦
森
松 
堅
（
星
野
村
）

◦
轟 

静
子
（
矢
部
村
北
矢
部
）

◦
原
島
し
の
ぶ
（
矢
部
村
北
矢
部
）

「
い
ざ
と
い
う
時
は
、
む
こ
う
三

軒
両
隣
」
を
テ
ー
マ
に
自
主
防
災

組
織
研
修
会
を
４
月
26
日
㈯
、
お

り
な
す
八
女
で
開
催
し
ま
し
た
。
４

団
体
の
自
主
防
災
組
織
の
代
表
者

が
取
り
組
み
の
事
例
を
発
表
し
ま

し
た
。

星
野
の
原
口
重
信
さ
ん
は
一
昨
年

の
災
害
か
ら
の
教
訓
と
し
て
、
災
害

時
の
初
動
体
制
づ
く
り
や
心
構
え

に
つ
い
て
、
え
の
き
台
の
中
島
道
夫

さ
ん
は
、
防
災
と
防
犯
を
合
わ
せ
た

安
全
な
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
、
北

山
の
大
石
官
さ
ん
は
、
災
害
の
状
況

と
記
録
集
の
作
成
や
図
上
訓
練
な

ど
に
つ
い
て
、
大
淵
の
井
手
口
真
策

さ
ん
は
、
大
淵
地
区
総
合
防
災
訓

練
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。
皆
さ

ん
自
助
・
共
助
の
大
切
さ
、
日
ご
ろ

か
ら
の
備
え
の
大
切
さ
な
ど
強
く
訴

え
ま
し
た
。
参
加
者
の
１
人
は
「
こ

の
よ
う
な
取
り
組
み
が
市
全
体
に

広
が
り
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

の
実
現
に
つ
な
が
っ
て
ほ
し
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

髙見恵子さんが八女茶山唄を奉納しました

防犯指導員の皆さんは下田八女警察署長から委嘱状を受けました

井手口さんの発表の様子

星野村で共同生活をする山村留学生の子どもたち

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
に

今
年
の
星
野
村
の
山
村
留
学
生
９
人

（
男
子
４
人・女
子
５
人
）が
４
月
18
日
㈮
、

三
田
村
市
長
を
訪
問
し
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
は
共
同
生
活
を
送
り
な
が
ら
、
農

業
体
験
や
自
然
体
験
な
ど
星
野
村
で
し

か
で
き
な
い
体
験
を
し
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
自
己
紹
介
を
し
た
子
ど
も

た
ち
は
、
お
茶
摘
み
や
川
遊
び
、
山
登
り

な
ど
そ
れ
ぞ
れ
楽
し
み
に
し
て
い
る
こ
と

な
ど
星
野
村
で
の
生
活
へ
の
抱
負
を
元
気

な
声
で
話
し
ま
し
た
。三
田
村
市
長
は「
元

気
に
１
年
間
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
山

村
留
学
生
を
励
ま
し
て
い
ま
し
た
。

山
村
留
学
生
９
人
が
三
田
村
市
長
を
訪
問



土
橋
町
内
会
で
は
昨
年
か
ら
マ

ン
シ
ョ
ン
約
50
世
帯
、
コ
ー
ポ
10

世
帯
が
増
え
た
こ
と
で
新
人
隣
組

長
も
増
え
、
資
源
回
収
の
分
類
の

勉
強
会
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

町
内
役
員
な
ど
17
人
で
４
月
14
日

㈪
、
八
女
西
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
を
見
学
し
ま
し
た
。

管
理
棟
の
会
議
室
で
説
明
を
受

け
て
装
置
を
見
学
。
生
ゴ
ミ
は
粉

砕
機
で
一
定
の
サ
イ
ズ
に
切
り
落

と
し
、
約
４
５
０
度
の
ド
ラ
ム
で

熱
分
解
し
有
価
物
を
取
り
出
し
、

燃
料
と
し
て
再
利
用
材
に
分
類
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
で
は
、
缶
の
選
別
装
置
、

ガ
ラ
ス
の
色
選
別
装
置
な
ど
を
見

学
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
「
資
源

回
収
分
類
の
指
導
に
生
か
し
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

クリーンセンターを見学した土橋町内会の役員

園児と一緒に記念写真におさまりました

ナイスバッティング！

（上）住職から精進料理の説明を聞く参加者（下）精進料
理を楽しんだ後は座禅に挑戦しました

八
女
西
部
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
を
見
学
す
る

４
月
17
日
㈭
マ
レ
ー
シ
ア
の
プ

ト
ラ
大
学
の
学
生
18
人
が
八
女
市

を
訪
れ
、
八
女
バ
ン
ブ
ー
バ
レ
ー

実
証
研
究
セ
ン
タ
ー
で
の
竹
の
高

度
利
用
研
修
、
福
島
保
育
所
の
年

長
児
と
の
交
流
、
九
州
北
部
豪
雨

災
害
の
復
旧
現
場
視
察
を
行
い
ま

し
た
。
訪
れ
た
の
は
、
八
女
市
と

包
括
的
連
携
協
定
を
結
ん
で
い
る

九
州
工
業
大
学
に
留
学
中
の
学
生

で
、
連
携
す
る
八
女
市
で
１
日
を

過
ご
し
ま
し
た
。

年
長
児
と
の
交
流
で
は
、
子
ど

も
た
ち
も
元
気
に
英
語
で
あ
い
さ

つ
。
マ
レ
ー
シ
ア
の
民
俗
舞
踊
を
一

緒
に
踊
っ
た
り
、
歌
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
た
り
と
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
ま
し
た
。

黒
木
町
の
少
年
野
球
チ
ー
ム
本

分
ク
ラ
ブ
が
、
５
月
17
日
㈯
・
18

日
㈰
に
行
わ
れ
た
高
円
宮
賜
杯
第

34
回
全
日
本
学
童
軟
式
野
球
マ
ク

ド
ナ
ル
ド
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
北
筑
後

地
区
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

大
会
で
は
準
決
勝
ま
で
順
調
に

勝
ち
上
が
り
、
高
円
宮
賜
杯
第
34

回
全
日
本
学
童
軟
式
野
球
マ
ク
ド

ナ
ル
ド
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
福
岡
県
大

会
へ
の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。
残

念
な
が
ら
準
決
勝
で
は
優
勝
し
た

杷
木
ジ
ュ
ニ
ア
ホ
ー
ク
ス
に
敗
れ

ま
し
た
が
、
キ
ャ
プ
テ
ン
の
松
尾

壮
馬
さ
ん
は
「
県
大
会
に
向
け
て
、

打
ち
負
け
な
い
よ
う
に
し
っ
か
り

練
習
し
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を

話
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
応
援
を

お
願
い
し
ま
す
。
　
　

マ
レ
ー
シ
ア
プ
ト
ラ
大
学

学
生
と
国
際
交
流

福
岡
県
大
会
出
場
！

観
光
新
事
業
と
し
て

福
岡
都
市
圏
な
ど

市
外
の
皆
さ
ん
を
中
心
に
、

季
節
の
花
や
祭
り
、
手
仕

事
の
体
験
な
ど
八
女
市
の

さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
を
体
感

し
て
も
ら
う
１
日
周
遊
バ

ス
「
旅
す
る
茶
の
く
に
バ
ス

ツ
ア
ー
」
が
６
月
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
そ
れ
に
先
駆
け

て
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
「
八
女

黒
木
大
藤
ま
つ
り
と
霊
巌

寺
で
の
座
禅
ツ
ア
ー
」
が
４

月
25
日
㈮
、
メ
デ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
を
対
象
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

一
行
は
大
藤
ま
つ
り
会

場
で
満
開
の
藤
の
花
を
楽

し
ん
だ
後
、
酒
蔵
や
国
の

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
の
黒
木
の
古
い
町
並
み

を
茶
の
く
に
観
光
案
内
人

の
解
説
を
聞
き
な
が
ら
、

歩
い
て
巡
り
ま
し
た
。
そ
の

後
は
、
八
女
茶
発
祥
の
地 

霊
巌
寺
へ
移
動
。
新
茶
や

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
花
の
天
ぷ
ら

や
茶
飯
な
ど
、
旬
の
食
材

を
使
っ
た
住
職
手
作
り
の

精
進
料
理
を
堪
能
し
た
後
、

座
禅
に
挑
戦
。
参
加
者
は

思
い
思
い
の
場
所
に
座
り
、

風
や
木
々
の
音
し
か
聞
こ

え
な
い
静
粛
の
中
、
し
ば
し

の
間
自
分
と
向
き
合
い
ま

し
た
。

こ
の
バ
ス
ツ
ア
ー
で
は
、

多
く
の
人
に
八
女
の
魅
力

を
体
感
し
て
も
ら
い
ま
す
。

今
後
、
ホ
タ
ル
と
新
茶
ツ
ア

ー
、
星
野
村
祇
園
祭
ツ
ア

ー
、
伝
統
工
芸
の
手
し
ご

と
工
房
め
ぐ
り
ツ
ア
ー
な

ど
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

茶のくにの周遊バスが発車します！
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◦
定
員
＝
30
人
※
超
え
た
場
合
は

抽
選
。

◦
申
込
期
間
＝
６
月
２
日
㈪
～
13

日
㈮
17
時
ま
で

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
男
女
共

同
参
画
・
生
涯
学
習
課
（
☎
２
３
・

１
３
１
４
）

　
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
患
者
お
よ
び
家

族
対
象
。
６
月
６
日
㈮
ま
で
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
参
加
費
無
料

◦
日
時
＝
６
月
10
日
㈫ 

13
時
30
分

～
15
時
30
分
（
受
付
13
時
～
）

◦
場
所
＝
八
女
総
合
庁
舎
２
階
大

会
議
室

◦
内
容
＝
表
現
活
動
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
、
座
談
会
「
声
を
出
し
て
元

気
に
！
笑
顔
に
！
」
牟
田
礼
子
さ
ん

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
県
南
筑

後
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

（
☎
０
９
４
４
・
７
２
・
２
６
１
０
）

◦
日
時
＝
６
月
８
日
㈰
８
時
八
女

伝
統
工
芸
館
駐
車
場
集
合
、
乗
り

合
わ
せ
で
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
八
女
へ

◦
参
加
費
＝
会
員
無
料
、
会
員
以

外
１
０
０
円
（
保
険
料
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
歩
こ
う
会

荒
川
さ
ん
（
☎
０
９
０・４
９
９
７・

５
８
１
３
）

　「
い
ま
想
い
願
う
こ
と
」
と
題
し
、

江
藤
龍
二
さ
ん
（
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

アKizuna
副
代
表
）
を
講
師
に
開

催
。
入
場
無
料
。
定
員
30
人

◦
日
時
＝
６
月
10
日
㈫
19
時
開
会

◦
場
所
＝
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
・
ケ
ア
プ

ラ
ン
金
太
郎
（
清
水
町
商
店
街
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
所
（
☎
２
４
・

９
６
５
７
）

　
入
場
無
料
、
先
着
３
０
０
人
に

は
お
土
産
あ
り
。

◦
日
時
＝
６
月
15
日
㈰
10
時
30
分

～
12
時
30
分

◦
場
所
＝
サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後
大
ホ
ー
ル

　「
ひ
だ
ま
り
カ
ル
テ
ッ
ト
」
の
演
奏

や
地
元
の
皆
さ
ん
の
演
芸
発
表
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。
た
こ
焼
き
や
カ

レ
ー
な
ど
の
バ
ザ
ー
も
あ
り
ま
す
。

◦
日
時
＝
６
月
８
日
㈰
９
時
～
14
時

◦
場
所
＝
上
妻
小
学
校
体
育
館

◦
問
い
合
わ
せ
＝
上
妻
よ
ら
ん
会
・

鵜
木
さ
ん
（
☎
２
２
・
２
６
１
１
）

　
野
菜
や
加
工
食
品
、
雑
貨
な
ど
を

軽
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
で
販
売
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
６
月
８
日
㈰
９
時
30
分

～
13
時
※
悪
天
候
の
場
合
中
止

◦
場
所
＝
八
女
観
光
物
産
館
と
き

め
き
駐
車
場

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員
会

事
務
局
（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

◦
内
容
＝
▽
無
料
歯
科
健
診
▽
相
談

▽
歯
磨
き
指
導
▽
口
腔
が
ん
検
診

（
無
料
・
久
留
米
大
学
病
院
歯
科
口

腔
医
療
セ
ン
タ
ー
楠
川
仁
悟
教
授
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
筑
後
歯
科

医
師
会
（
☎
２
４
・
４
８
２
９
）

　
歌
と
ダ
ン
ス
で
お
送
り
す
る
愛

と
希
望
の
物
語
「
ト
リ
ル
！
」。

◦
日
時
＝
▽
６
月
21
日
㈯
18
時
30

分
開
演
▽
６
月
22
日
㈰
14
時
開
演

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
ハ
ー
モ

ニ
ー
ホ
ー
ル

◦
前
売
り
＝
一
般
千
円
、
高
校
生
以

下
５
０
０
円
、
当
日
は
そ
れ
ぞ
れ

２
０
０
円
増
　
※
お
り
な
す
八
女
、

サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後
で
販
売

◦
問
い
合
わ
せ
＝
今
泉
さ
ん

（
☎
０
９
０・７
４
６
８・１
７
３
１
）

　
室
内
用
運
動
靴
を
持
参
く
だ
さ

い
。
毎
月
第
２
土
曜
日
開
催
、
無
料

◦
日
時
＝
６
月
14
日
㈯
20
時
～

◦
場
所
＝
八
女
市
総
合
体
育
館

◦
問
い
合
わ
せ
＝
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
ク
ラ

ブ
（
☎
２
４
・
１
３
４
０
）

　
現
在
行
っ
て
い
る
夜
の
教
室
を

初
心
者
向
け
に
午
前
中
行
い
ま
す
。

初
回
体
験
無
料
で
す
。

◦
日
時
＝
毎
月
２
回
第
２
・
４
木

曜
日
10
時
30
分

◦
場
所
＝
八
女
市
総
合
体
育
館

◦
問
い
合
わ
せ
＝
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
ク
ラ

ブ
（
☎
２
４
・
１
３
４
０
）　

　
自
信
を
持
っ
て
一
歩
踏
み
出
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
受
講
料
無
料
。
希

望
者
は
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
※

託
児
（
生
後
６
か
月
～
就
学
前
）

も
申
込
時
に
要
予
約
。

◦
日
時
＝
７
月
２
日
㈬
、
16
日
㈬
、

30
日
㈬
19
時
～
21
時

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
研
修
棟

◦
内
容
＝
毎
日
が
う
ま
く
ま
わ
り

出
す
！
整
理
収
納
講
座
～
ひ
と
り

で
悩
ま
な
い
　
頑
張
ら
な
い
～

◦
対
象
＝
市
内
に
住
ん
で
い
る
か
通

勤
・
通
学
し
て
い
る
女
性

お
知

ら
せ

八
女
軽
ト
ラ
市

上
妻
ま
つ
り（
福
祉
の
つ
ど
い
）

女
性
の
た
め
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
講

座
（
第
１
弾
）

第
10
回
地
域
活
動
講
演
会

健
康
ウ
オ
ー
ク

歯
の
健
康
フ
ェ
ア

劇
団
リ
ト
ル
ウ
イ
ン
グ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
教
室

初
心
者
太
極
拳
教
室

教
室
・
講
座

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
教
室

★内容＝自然豊かな環境の中で集団生活
を行い、野外調理、自然体験、キャンプ
ファイヤーなどを行います。
★対象＝市内在住または通学する小学５
年生～中学３年生。（※事前説明会に参
加できる人）★期日＝ 7 月 25 日㈮～ 27
日㈰★定員＝ 60 人（定員を超えた場合
は抽選）★場所＝県立英彦山青年の家★
参加費＝ 3,500 円★申込期間＝ 6 月 4 日
㈬～６月 18 日㈬★申込方法＝所定の申
込書を男女共同参画・生涯学習課、黒木
総合支所および各支所総務課のいずれ
かに提出してください。申込書と募集チ
ラシは各学校を通じて配付しています。

【事前説明会】
★日時＝７月 12 日㈯ 14 時～★場所＝立
花市民センター★問い合わせ＝男女共同
参画・生涯学習課（☎２３・１３１８）

キラリ☆やめっ子
サマーキャンプ

（八女市青少年教育キャンプ）

参加者
募集

オレンジの封筒で郵送し
た特定健診受診券は届き
ましたか？6 月から健診受
託医療機関で特定健診が
受けられます。集団健診

（特定健診・がん検診）の
予約は 6 月10日㈫（平日
８時 30 分～ 17 時 15 分）
から開始です。詳
しくは市広報と
あわせて配布し
た『住民健診ガ
イド本』をご覧ください。
◦問い合わせ＝健康推進課 
保健総務係（☎ 23・1201）
保健指導係（☎ 23・1352）

★★★ ★ ★

国保に加入す
る40 歳～74
歳の皆さん。
今年も必ず受
診しましょう。
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己
負
担
。
応
募
資
格
・
手
続
き
等

は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◦
訓
練
コ
ー
ス
＝
パ
ソ
コン
初
級
科
②

◦
募
集
期
間
＝
６
月
30
日
㈪
ま
で

◦
訓
練
期
間
・
定
員
＝
８
月
１
日

㈮
～
10
月
31
日
㈮
、
30
人

◦
申
込
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
女

（
☎
２
３
・
６
１
８
８
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
大
牟
田
高
等
技

術
専
門
校
（
☎
０
９
４
４
・
５
４
・

０
３
２
０
）

　
受
講
料
無
料
、
テ
キ
ス
ト
代
等

自
己
負
担
。
応
募
資
格
・
手
続
き

等
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
訓
練
期
間
７
か
月

◦
募
集
科
（
期
間・選
考
日・定
員
）

＝
①
電
気
制
御
技
術
科
（
６
月
６

日
～
７
月
８
日
、７
月
15
日
、15
人
）

②
機
械
加
工
技
術
科
（
７
月
11
日

～
８
月
12
日
、
８
月
19
日
、
12
人
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

◦
期
日
＝
７
月
６
日
㈰

◦
申
込
期
限
＝
６
月
27
日
㈮

①
②
共
通

◦
会
場
＝
八
女
市
総
合
体
育
館

◦
参
加
料
＝
２
千
円
（
１
チ
ー
ム
）

◦
定
数
＝
36
チ
ー
ム

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
体
育
協

会
バ
レ
ー
部
事
務
局
佐
藤
さ
ん

（
☎
０
９
０・３
３
２
５・８
１
３
５
）

　
し
ょ
う
が
い
が
あ
る
小
中
高
生

対
象
の
学
童
保
育
所
指
導
員
と
利

用
児
童・
生
徒
を
募
集
し
ま
す
（
夏

休
み
期
間
の
み
で
も
可
）。

【
指
導
員
】
※
履
歴
書
・
申
請
書
提

出
後
面
接
を
行
い
ま
す
。

◦
資
格・定
員
＝
18
歳
～
50
歳
（
高

卒
以
上
）
で
、
し
ょ
う
が
い
の
あ
る

児
童
と
の
遊
び
や
関
わ
り
を
一
緒
に

楽
し
め
る
人
。
５
～
10
人
程
度

◦
勤
務
時
間
・
時
給
＝
13
時
～
18

時
30
分
（
変
動
あ
り
）、
７
５
０
円

【
児
童
】
※
利
用
に
は
登
録
が
必
要

で
す
。
面
談
あ
り
。

◦
対
象
＝
市
内
居
住
で
身
体
障
害

者
手
帳
・
療
育
手
帳
を
持
つ
18
歳

未
満
の
人
お
よ
び
同
等
の
し
ょ
う

が
い
が
認
め
ら
れ
る
人

◦
利
用
時
間
＝
13
時
10
分
～
18
時

◦
利
用
料
金
＝
１
回
３
０
０
円

【
共
通
】

◦
締
切
＝
定
員
に
な
り
し
だ
い

◦
日
時
＝
６
月
24
日
㈫
、
７
月
29

㈫
、
10
月
28
日
㈫
、
２
月
３
日
㈫
、

14
時
30
分
～
15
時
30
分

◦
場
所
＝
柳
河
特
別
支
援
学
校

◦
対
象
＝
見
え
方
に
配
慮
を
要
す

る
乳
幼
児
と
保
護
者
・
支
援
者

◦
内
容
＝
親
子
で
一
緒
に
遊
ぶ
活

動
、
情
報
交
換
等

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
同
校
（
☎

０
９
４
４
・
７
３
・
２
２
６
３
）
※

１
週
間
前
ま
で
に
申
込
く
だ
さ
い

　　
今
年
度
か
ら
八
女
市
体
育
協

会
バ
レ
ー
部
主
催
で
実
施
し
ま
す
。

申
込
用
紙
は
総
合
体
育
館
に
設
置

し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

①
一
部
※
経
験
者
向
け

◦
期
日
＝
６
月
29
日
㈰

◦
申
込
期
限
＝
６
月
20
日
㈮

②
二
部
※
初
心
者
向
け

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
ひ
ま
わ
り

学
童（
立
花
町
山
崎
１
７
３
８ｰ

１
）

☎
２
３
・
２
２
４
６
※
月
〜
土
13

時
～
18
時
30
分

◦
対
象
＝
八
女
市
に
住
所
を
有
し
、

介
護
職
に
従
事
し
て
い
る
人
。
こ

れ
か
ら
始
め
よ
う
と
す
る
人
で
、
全

日
程
参
加
で
き
る
人

◦
日
程
＝
８
月
23
日
㈯
～
３
月
７

日
㈯
ま
で
の
毎
週
土
曜
日
、
10
時

～
17
時

◦
会
場
＝
八
女
文
化
会
館
等

◦
研
修
参
加
費
用
＝
２
万
円
（
受

講
決
定
後
に
直
接
研
修
機
関
に
振

り
込
み
）
お
よ
び
自
己
経
費

◦
募
集
定
員
＝
13
人
（
申
込
順
）

◦
研
修
終
了
者
の
認
定
方
法
＝
全

科
目
を
履
修
さ
れ
た
後
に
筆
記
試

験
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

◦
申
込
期
限
＝
７
月
15
日
㈫
※
定

員
に
な
り
し
だ
い
締
切

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
介
護
長

寿
課
高
齢
者
支
援
係
（
☎
２
３
・

１
３
０
８
）
※
総
合
支
所
・
支
所

の
市
民
生
活
福
祉
課
で
も
受
付
ま

す
。
印
鑑
を
必
ず
持
参
く
だ
さ
い
。

　　
世
界
を
舞
台
に
活
躍
す
る
青
年

リ
ー
ダ
ー
育
成
を
目
的
に
開
催
。

◦
時
期
＝
11
月
９
日
㈰
～
16
日
㈰

◦
訪
問
国
＝
カ
ン
ボ
ジ
ア
（
プ
ノ
ン

ペ
ン
・
シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ
）、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル

◦
応
募
資
格
等
＝
４
月
１
日
現
在

18
歳
以
上
35
歳
以
下
、
24
人
募
集

◦
負
担
金
＝
10
万
円

◦
募
集
期
間
＝
６
月
26
日
㈭
ま
で

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員
会

（
☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
３
８
７
）

　
受
講
料
無
料
、
教
科
書
代
等
自

空き家を売りたい・貸したい
人は、下記までお問い合わ
せください。⃝募集対象エ
リア＝黒木町・上陽町・立
花町・矢部村・星野村⃝問
い合わせ＝市長公室企画政
策係（☎２４・８０１３）★
受付時間＝平日9時～16時
30分※お越しの際は必ず事
前にお電話ください。

空き家情報を募集しています♪　
見
え
に
く
さ
の
あ
る
子
ど
も
と

親
の
た
め
の
た
ん
ぽ
ぽ
教
室

介
護
職
員
初
任
者
研
修
受
講
者

グ
ロ
ー
バ
ル
ウ
イ
ン
グ
２
０
１
４

（
第
17
回
福
岡
県
青
年
の
翼
）

ひ
ま
わ
り
学
童
、
指
導
員
・
児

童
・
生
徒

八
女
市
民
６
人
制
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

就
業
支
援

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
佐
賀

大
牟
田
高
等
技
術
専
門
校

　黒木町木屋地区に、閉所された
木屋診療所の建物を使用し、５月
１日から訪問看護ステーションを開
設しました。主に八女東部地区（黒
木町・上陽町・矢部村・星野村）
を中心に疾患を抱えた人の病状の
観察（悪化時の早期発見・対応）、
服薬の管理・確認、医療処置、家
族支援、各種の相談対応等、日常
生活全般を支援できるよう、訪問
を行っています。職員一同、地域
に根付いた訪問看護ステーション
となるよう活動していきますので、
よろしくお願いします。まずは気
軽にお電話ください。運営は医療
法人社団筑水会が行います。
◦名称＝医療法人社団筑水会訪問
看護ステーション木屋
◦開所日＝月～金（※土、日、祝日、
年末年始閉所）
◦開所時間＝ 8 時 15 分～ 17 時
◦訪問対応時間＝ 9 時～ 16 時
◦所在地＝八女市黒木町木屋
1879 番地１（☎２４・８１３０）

5/1

「訪問看護ステーショ
ン木屋」オープン

閉所した
木屋診療
所跡に

【第 4 回もんぺ博覧会】◦日時＝ 6 月3日㈫～ 6 月8日㈰ 10 時～ 18 時※最終日は 17 時ま
で◦場所＝八女伝統工芸館◦問い合わせ＝同館（☎ 22・3131）
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い
者
福
祉
係
（
☎
２
３・１
３
３
５
）

　
不
動
産
や
空
き
家
の
利
活
用
等
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
６
月
25
日
㈬
14
時
～
16

時◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
研
修
棟

第
１
研
修
室

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
不
動
産
協

業
会
（
☎
２
３
・
７
２
８
９
）

　
賃
金
未
払
い
、
解
雇
、
職
場
で

の
パ
ワ
ハ
ラ・セ
ク
ハ
ラ
な
ど
、
様
々

な
労
働
問
題
に
関
す
る
相
談
を
受

け
付
け
ま
す
。
電
話
・
電
子
メ
ー

ル
に
よ
る
相
談
も
行
い
ま
す
。

◦
相
談
時
間
＝
平
日
８
時
30
分
～

17
時
15
分
（
祝
日
、
年
末
年
始
を

除
く
）
※
毎
週
水
曜
日
は
20
時
ま

で
電
話
相
談
を
行
い
ま
す
。

◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県

筑
後
労
働
者
支
援
事
務
所
（
☎
０

９
４
２
・
３
０
・
１
０
３
４

Rchikugo-rso@
pref.fukuoka.

lg.jp

）
　
母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
、
父
子

家
庭
の
お
父
さ
ん
ま
た
は
離
婚
協

議
中
の
人
を
対
象
に
養
育
費
の
電

話
相
談
業
務
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

希
望
者
は
次
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◦
締
切
＝
６
月
25
日
㈬
必
着

【
共
通
】

◦
託
児
＝
１
歳
～
就
学
前
ま
で

◦
場
所
＝
春
日
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
母
子
家
庭
等

就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
２
・
５
８
４
・
３
９
３
１
）

　
久
留
米
年
金
事
務
所
の
職
員
が

商
工
会
議
所
で
個
別
に
年
金
相
談

に
応
じ
ま
す
。
前
日
ま
で
に
同
事

務
所
へ
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
相
談
日
＝
▽
６
月
18
日
㈬
八
女

商
工
会
議
所
▽
７
月
24
日
㈭
筑
後

商
工
会
議
所

◦
時
間
＝
10
時
～
16
時

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
同
事
務

所
（
☎
０
９
４
２・３
３・６
２
１
５
）

※
年
金
の
受
給
や
請
求
に
つ
い
て
の

八
女
（
☎
２
３
・
６
１
８
８
）

▽
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
佐
賀
（
☎
０

９
５
２
・
２
６
・
９
５
１
６
）

　
母
子
家
庭
の
母
、
父
、
寡
婦
を

対
象
に
講
習
会
を
行
い
ま
す
。
受

講
料
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
・
検
定

料
は
自
己
負
担
）、
託
児
あ
り
。

【
パ
ソ
コ
ン
Ｍ
Ｏ
Ｓ
検
定
エ
ク
セ
ル
２

０
０
７
】
※
定
員
20
人

◦
期
間
＝
７
月
１
日
㈫
～
31
日
㈭

18
時
～
21
時
、
平
日
夜
間
18
日
間

（
54
時
間
）

◦
テ
キ
ス
ト
代
・
検
定
料
＝
７
千
円

◦
締
切
＝
６
月
17
日
㈫
必
着

【
介
護
事
務
】
※
定
員
20
人

◦
期
間
＝
７
月
15
日
㈫
～
８
月
12

日
㈫
18
時
～
21
時
、
平
日
夜
間
８

日
間
（
24
時
間
）

◦
テ
キ
ス
ト
代
・
検
定
料
＝
５
千
円

問
い
合
わ
せ
は
、「
ね
ん
き
ん
ダ
イ

ヤ
ル
」
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

（
☎
０
５
７
０
・
０
５
・
１
１
６
５
）

ま
た
は
（
☎
０
３
・
６
７
０
０
・
１

１
６
５
）
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
６
月
18
日
㈬
10
時
～
15

時
※
受
付
は
14
時
ま
で

◦
会
場
＝
黒
木
総
合
支
所
　

◦
相
談
内
容
＝
補
装
具
の
支
給
・

修
理
の
相
談
（
視
覚
、
聴
覚
、
内

部
障
害
者
の
相
談
は
行
い
ま
せ
ん
）

座
位
保
持
装
置
、
車
椅
子
に
つ
い

て
は
事
前
の
調
整
が
必
要
で
す
。

◦
持
参
す
る
も
の
＝
①
印
鑑
②
身

障
者
手
帳
③
補
装
具
の
再
支
給
や

修
理
希
望
者
は
前
回
支
給
の
補
装

具
※
聴
覚
の
診
断
や
肢
体
不
自
由

の
身
体
障
害
者
手
帳
の
診
断
書
作

成
は
行
い
ま
せ
ん
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
課
し
ょ
う
が

空き家情報を募集しています♪　

◦
連
絡
＝
福
岡
県
母
子
家
庭
等
就

業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
（
春
日
）

☎
０
９
２
・
５
８
４
・
３
９
３
１

※
平
日
９
時
～
16
時
受
付

　
福
岡
県
が
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生

協
ふ
く
お
か
と
の
協
働
事
業
と
し

て
実
施
し
ま
す
。
多
重
債
務
相
談

や
、
家
計
管
理
の
助
言
、
指
導
等

を
一
貫
し
て
行
い
ま
す
。

◦
日
時
＝
月
～
土
曜
日
、
９
時
30

分
～
18
時
（
出
張
相
談
も
あ
り
）

◦
場
所
＝
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
協
相

談
室
（
ヒュー
リ
ッ
ク
博
多
ビル
７
階
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
グ
リ
ー
ン
コ
ー

プ
生
活
協
同
組
合
ふ
く
お
か

（
☎
０
９
２
・
４
８
２
・
７
７
８
８
）

▽
福
岡
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
２
・
６
３
２
・
１
６
０
０
）

　
再
就
職
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
参
加
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談

や
仲
介
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◦
対
象
＝
60
歳
以
上
で
再
就
職
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
意
欲
の
あ
る
人

◦
日
時
＝
毎
週
月
・
水
・
金
、
10

時
～
15
時（
祝
日
、年
末
年
始
除
く
）

◦
場
所
＝
久
留
米
市
ジ
ョ
ブ
プ
ラ

ザ
（
久
留
米
市
役
所
２
階
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
70
歳
現

役
応
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
２
・
４

３
２
・
２
５
７
７
）

身
体
障
害
者（
児
）
巡
回
相
談

労
働
相
談

多
重
債
務
者
生
活
再
生
事
業

養
育
費
の
電
話
相
談

年
金
相
談

不
動
産
に
関
す
る
何
で
も
相
談
会

　童手当の受給者は、毎年１回の児
童手当の現況届の提出が義務づけ

られています（現況届の必要な人には
子育て支援課より圧着はがきを送付して
います）。児童手当現況届の提出をしな
いと、６月分以降の手当を受けることが
できなくなりますのでご注意ください。
◦受付日＝ 6月18日㈬～20日㈮
◦受付場所・時間＝

◦持参するもの＝①送付したはがき 
②印鑑　③請求者の健康保険証の写し

（表面のコピー）④児童と別住所の場合
は児童の住民票謄本⑤平成 26 年 1 月
2日以降に八女市に転入した人は、前住
所地の所得課税証明書 ※公務員は勤務
先に問い合わせください。
◦問い合わせ＝子育て支援課こども家
庭係（☎ 23・1351）

母
子
・
父
子
家
庭
等
就
業
支

援
講
習
会

児童手当の現況届を
提出してください

黒木総合支所市民生活福祉課窓口
　
　

９
時
～
17
時

立花支所１０１会議室

上陽支所市民生活福祉課窓口

矢部支所市民生活福祉課窓口

星野支所市民生活福祉課窓口

八女市役所１階
102 会議室 9 時～ 19 時

福
岡
県
70
歳
現
役
応
援
セ
ン
タ
ー

【OMOIYARI音楽会】藤田恵美さん（元ルクプル）と一緒に歌おっ♪◦日時＝6月14日㈯13時～◦場所＝九州芸
文館（筑後市）◦入場無料・親子150組（300人）※希望者は筑後青年会議所へ申込ください（☎0942・52・6770）

児
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司
法
書
士
が
電
話
に
て
24
時
間

労
働
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
相
談
に

応
じ
ま
す
。

◦
日
時
＝
６
月
14
日
㈯
10
時
～
翌

15
日
㈰
10
時
ま
で
（
24
時
間
）

◦
内
容
＝
賃
金
未
払
い
、
サ
ー
ビ
ス

残
業・解
雇
等
、セ
ク
ハ
ラ・パ
ワ
ハ
ラ
、

そ
の
他
労
働
に
関
す
る
諸
問
題

◦
相
談
電
話
＝
０
９
２
・
７
２
４
・

９
５
０
５

　
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
体
育

館
や
運
動
場
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

利
用
し
た
い
人
は
必
ず
「
利
用
者

の
会
」（
事
前
登
録
必
要
）
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

◦
７
月
利
用
者
の
会
＝
６
月
21
日
㈯

◦
時
間
・
学
校
名
＝
▽
13
時
30
分

【2014 筑後川昇開橋スタンプラリー】
◦国内最古の昇開式可動橋と周辺の文
化財などを散策しながら、スタンプラ
リーを行う。大川・諸富両岸の公園に
てエツまつりを同時開催。◦日時＝ 6/15
㈰ 9:30 ～ 13:30◦場所＝筑後川昇開橋
展望公園周辺（大川市大字向島）
◦問＝筑後川昇開橋観光財団 

（☎ 0944・87・9919）

【第 5 回　山川ほたる火まつり】
◦日時＝ 6/6 ㈮～ 8 ㈰ 18:00 ～ 21:00
◦場所＝みやま市かも川公園（みやま
市山川町蒲池山ため池上流）
◦問＝同実行委員会事務局みやま市役
所商工観光課（☎ 0944・63・6111）

みやま市

大川市

～
（
福
島
小
、
長
峰
小
、
福
島
中
）

▽
14
時
15
分
～
（
八
幡
小
、
岡
山

小
、
西
中
）
▽
15
時
～
（
上
妻
小
、

三
河
小
、
南
中
）
▽
15
時
45
分
～

（
忠
見
小
、
川
崎
小
、
見
崎
中
、
上

陽
北
汭
学
園
）

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　
耕
作
放
棄
地
の
解
消
と
有
効
利

用
を
目
的
と
し
て
土
地
所
有
者
に

代
わ
っ
て
行
う
農
地
の
再
生
作
業

（
一
定
の
労
力
と
費
用
を
必
要
と
す

る
も
の
）
を
支
援
し
ま
す
。

　
農
地
再
生
作
業
交
付
金
は
、
荒

廃
の
状
況
に
応
じ
、
１
反
当
た
り

３
～
５
万
円
で
す
。
詳
細
に
つ
い
て

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
担
い
手
育

成
総
合
支
援
協
議
会
（
農
業
委
員

会
事
務
局
）
☎
２
３
・
２
４
０
７

耕
作
放
棄
地
再
生
利
用
交
付
金

小
・
中
学
校
の
体
育
施
設
利
用

24
時
間
労
働
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番

イベント情報後筑 ちくごななこく七国

　
イ
ズ
を
は
じ
め
と
す
る
性
感

染
症
は
他
人
ご
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
だ
れ
で
も
感
染
す
る
危
険

性
が
あ
る
病
気
で
す
。検
査
は
匿
名・

無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。
予
約
制
。

◦
検
査
日
＝
毎
週
月
曜
14
時
～
15
時

＊
結
果
説
明
は
1
週
間
後
。
結
果
説

明
は
電
話
で
は
応
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

◦
検
査
場
所
＝
県
南
筑
後
保
健
福
祉

環
境
事
務
所
分
庁
舎
２
階

（
八
女
市
本
村
25
八
女
総
合
庁
舎
内
）

◦
検
査
項
目
＝
血
液
検
査
（
Ｈ
Ｉ
Ｖ・

梅
毒
・
Ｂ
型
肝
炎
・
Ｃ
型
肝
炎
）

尿
検
査
（
ク
ラ
ミ
ジ
ア
・
淋
菌
）

☆
肝
炎
検
査
は
匿
名
不
可

　
「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
普
及
週
間
」
に
あ

わ
せ
、
多
く
の
人
に
相
談
・
検
査
を

受
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
休
日
の

臨
時
相
談
検
査
を
行
い
ま
す
。
当
日

は
「
エ
イ
ズ
の
迅
速
検
査
」
を
行
い
、

通
常
１
週
間
か
か
る
検
査
結
果
が
約

１
時
間
程
度
で
分
か
り
ま
す
。(

場

合
に
よ
っ
て
は
更
に
詳
し
い
検
査
が

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
）。
Ｈ
Ｉ

Ｖ
に
感
染
し
て
か
ら
エ
イ
ズ
を
発
症

す
る
ま
で
数
年
か
ら
十
数
年
と
個
人

差
が
あ
り
、
自
覚
が
な
い
ま
ま
に
さ

ら
に
感
染
を
広
げ
て
い
る
危
険
性
も

あ
り
ま
す
。
不
安
に
思
っ
て
い
る
人

は
、
こ
の
機
会
に
相
談
検
査
を
受
け

て
み
ま
せ
ん
か
。

◦
日
時
＝
６
月
１
日
㈰
14
時
～
16
時

◦
場
所
＝
県
南
筑
後
保
健
福
祉
環
境

事
務
所　

柳
川
本
庁
舎
２
階
（
柳

川
市
三
橋
町
今
古
賀
８ｰ

１
）　

◦
検
査
項
目
＝
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
（
エ
イ

ズ
検
査
）
※
料
金
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
事
務
所

（
☎
０
９
４
４
・
７
２
・
２
８
１
２
）

エ
イ
ズ
検
査
は
無
料・匿
名
で
受
け
ら
れ
ま
す

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　
広
報
や
め
３
月
１
日
号
と
一

緒
に
お
配
り
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
「
柔
道
整
復
師
・
鍼
灸
師

の
正
し
い
か
か
り
方
」
の
中

に
、
一
部
誤
解
を
招
く
表
現
が

あ
り
ま
し
た
の
で
訂
正
し
て
お

詫
び
し
ま
す
。「
筋
肉
痛
」「
腰

痛
」
で
柔
道
整
復
師
（
整
骨

院
・
接
骨
院
）
に
か
か
る
場

合
、
保
険
証
が
使
え
な
い
（
全

額
自
己
負
担
）
と
掲
載
し
て

い
ま
し
た
が
、「
筋
肉
痛
」「
腰

痛
」
の
中
に
も
外
傷
性
の
も
の

な
ど
保
険
証
が
使
え
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
柔

道
整
復
師（
整
骨
院・接
骨
院
）

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課
国
保

年
金
係
（
☎
２
３
・
１
１
１
６
）

農地の受け手の公募 6 月１日～ 30日
農地の出し手の募集 6 月30日頃まで
機構を通じた農地の
権利
設定（出し手→機構
機構→受け手）

11月１日

農地中間管理事業を
活用して担い手に
農地を集めましょう。

６
月
１
日
～
７
日
は

「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
普
及
週
間
」

エ

　農地中間管理機構とは、農地を貸し
たい農家（出し手）から農地の有効利
用や農業経営の効率化を進める担い手

（受け手）へ、農地の集積・集約化を
すすめるための、中間的受け皿となる組
織です。福岡県では、（公財）福岡県
農業振興推進機構を農地中間管理機構
として指定し、6 月に農地の「受け手」
の公募と「出し手」の募集を行い、11
月に農地中間管理機構を通じた利用権
設定を行う予定です。詳しくは、「農家
向けパンフレット」を作成していますの
で、市役所やＪＡ等でお取り寄せくださ
い。※県のホームページにも掲載中
◦農地中間管理機構を通じた農地貸借
の流れ ( 第１回スケジュール )　　　　 
　 　

◦問い合わせ＝福岡県水田農業振興課
（☎ 092・643・3474）／福岡県農業振
興推進機構（☎ 092・716・8355）／八
女市農業振興課農政係（☎ 23・1118）



広報やめ　2014.6.125

火災出火件数   5件 （ 13件）
救急出動件数 269件 （1,098件）
救急搬送人数 255人 （1,048人）

人身事故発生件数 40件 （199件）
傷　　者 52人 （276人）
死　　者 0人 （  3人）

※（　）内は 1 月からの累計

人口 67,592 (+64)
男 31,797  (+28)
女 35,795  (+36)

世帯数 24,261  (+48)
　※（　）内は前月比

出生 42 人 転出 219人
転入 305 人 死亡 64人

◦市県民税（1 期）
◦住宅家賃　◦保育料
◦水道料金◦下水道使用料（2 期）
◦農業集落排水施設使用料（2 期）

▼ 4 月の交通事故の状況

▼ 4 月の火災・救急の状況▼人口と世帯（4 月30日現在）

▼ 4 月の異動
納期限・口座振替日は6月30日㈪

※納税は、安全便利な口座振替をご利用くださ
い。納期限内の納付にご協力ください。遅れる
と延滞金が加算されることになります。※納付
書をなくされた人は担当課へご連絡ください。

無料法律相談
◦6月19日㈭※ 6/5予約開始、7月3日㈭※
　6/25予約開始／相談 13:00 ～16:00 ／
　予約・法務局八女支局☎ 23・2603
◦ 6 月13 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／
　社会福祉会館　※予約☎ 23・0294
◦ 6 月 20 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／
　ふじの里（黒木）※予約☎４２・２１３１
◦ 6 月 27 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／地域福祉
　センター（上陽）※予約☎５４・３００３
◦ 6 月 20 日㈮ 10:00 ～ 12:00
　／八女商工会議所※予約☎２２・５１６１
男女共同参画推進支援委員相談
◦6月12日㈭13:30 ～ 16:30※予約
　男女共同参画・生涯学習課☎23・1314
女性相談
◦6月20日㈮9:30 ～ 11:30
　／働く婦人の家（立花）
障害者等相談支援センターリーベル出張相談
◦6月17日㈫10:00 ～ 11：00/黒木総合支所
　問い合わせ＝リーベル☎22・2610
なんでも人権相談（法務局☎23・2603）
◦6月2日㈪13:00 ～ 16:00
　／社会福祉会館／地域福祉センター　
　（上陽）／ふじの里（黒木）／立花市
　民センター／星野支所／矢部公民館
行政相談（総務課☎23・1111）
◦6月5日㈭13:30 ～ 16:00/社会福祉会館
◦6月4日㈬・18日㈬9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦6月10日㈫13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦6月9日㈪13:30 ～ 16:00
　／立花市民センター 2階
◦6月2日㈪13:00 ～ 16:00/矢部公民館
◦6月11日㈬9:00 ～ 12:00/星野支所2階
司法書士相談（社協☎23・0294）
◦6月13日㈮13:00～16:00/ふじの里（黒木）
◦6月20日㈮13:00 ～ 16:00/社会福祉会館
心配ごと相談（社協☎23・0294）
◦6月4日㈬、18日㈬13:00 ～ 16:00　
／社会福祉会館
◦6月4日㈬、18日㈬9:30 ～ 12:00

　／ふじの里（黒木）
◦6月11日㈬、25日㈬13:00 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦6月11日㈬、25日㈬9:30 ～ 12:00　
　／かがやき（立花）
日本政策金融公庫相談会
◦6月6日㈮13:00 ～ 15:00/商工会議所
税務相談会
◦6月9日㈪10:00 ～ 15:00/商工会議所
社会保険個別相談会
◦6月18日㈬10:00 ～ 16:00/商工会議所
※久留米年金事務所へ要予約（☎0942・
33・6215）
経営支援相談会
◦6月16日㈪13:30 ～ 16:30
　／商工会議所 ※予約☎２２・５１６１
補聴器の修理と相談（福祉課☎23・1335）
◦6月17日㈫13:00 ～ 14:30
　／八女市役所103会議室
◦6月12日㈭9:00 ～ 10:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦6月13日㈮・17日㈫10:00 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦6月17日㈫10:00 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
◦6月12日㈭11:00 ～ 12:00
　／矢部公民館
◦6月26日㈭10:00 ～ 12:00
　／星野支所
家庭児童相談室
◦平日9:30 ～ 16:00 ／市役所内
　※予約（☎２３・１４４８）
こころの健康相談
◦毎週月曜日14:30 ～ 16:00
　／南筑後保健福祉環境事務所分庁舎
　（八女総合庁舎）※予約☎0944・72・2176
エイズ検査　　とエイズ電話相談
◦毎週月曜14:00 ～ 15:00 ／南筑後保
健福祉環境事務所分庁舎（八女総合庁
舎）※予約☎0944・72・2812
弁護士多重債務相談
◦毎週火曜13:30 ～ 16:00 ／社会福祉
   会館　※予約☎0942・30・0144

消費生活相談（来訪または電話相談）
◦月～金曜8:30 ～ 16:30 ／八女市役所
消費生活相談窓口☎23・1183
◦毎週水曜9:00 ～ 16:00 ／黒木総合支
所第３相談室☎42・1111
消費生活無料法律相談
◦6月17日㈫13:00 ～ 16:00/ 八女市役
所消費生活相談窓口 ※予約☎23・1183

教育相談
◦平日9:00～17:00／八女市教育委員
会　☎０１２０・７８４・１１０
教育相談
◦無休・24時間受付／南筑後教育事務
所　※予約☎０９４２・５２・４９４９
交通事故相談
◦平日9:15～17:00／日本損害保険協会そんぽ
ADRセンターナビダイヤル（☎0570・022808）
犯罪被害者相談電話
◦平日9:00 ～ 17:45 ／県警察本部
　（☎０９２・６３２・７８３０）
難病ホットライン
◦平日8:30 ～ 17:15 ／南筑後保健福祉環
境事務所（☎０９４４・７２・２６１０）
多重債務相談
◦平日9:00 ～ 12:00、13:00 ～ 17:00/
福岡財務支局 ☎０９２・４１１・７２９１
クレジット・サラ金・ヤミ金・違法年金担保相談
◦平日18:00 ～ 20:00 ／福岡県青年司法書
士協議会（☎０９２・７２４・９５０５）
高齢者総合相談窓口（平日8:30 ～ 17:15）

【地域包括支援センター】
◦八女市地域包括（本所内）☎23・1203
◦八女市東部地域包括（黒木総合支所内）
☎４２・１１１９

【高齢者相談センター】
◦社会福祉協議会（☎23・0294）
◦上陽支所（☎54・3629）
◦黒木支所（☎42・2131）
◦立花支所（☎37・0036）
◦矢部支所（☎47・3123）
◦星野支所（☎52・3165）

電 話 相 談

予約

予約
予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

6月に
納める
もの

相談はお気軽にどうぞ

6 月　1日㈰　旧 矢部診療所　→ 新 原　医院　  （42・0336）
6 月 29 日㈰　旧 原　医院　　→ 新 矢部診療所（47・2700）

在宅医当番の
変更について



立石 李
り い ち

一ちゃん

Ｈ25年6月25日生（吉田）

♥祝１歳♥いつも幸せな
笑顔ありがとう。元気で
いっぱい遊ぼうね♥

食欲旺盛な莉彩ちゃん
♡たくさん食べて元気
に育ってね！

元気もりもりいち君。
すくすくニコニコもり
もりいち君でいてね♡

ハル君１歳おめでと
う！笑顔も泣き顔も家
族の宝物です。

梅野 颯
そ う た

大ちゃん東 佑
ゆうせい

成ちゃん

秋山 結
ゆ い な

愛ちゃん

Ｈ25年6月7日生（本分）Ｈ25年6月4日生（忠見）

Ｈ25年6月17日生（大島）
牛島 悠

は る た

汰ちゃん

Ｈ25年6月16日生（吉田）

蘭 莉
り お な

愛那ちゃん 久保田 莉
り あ

彩ちゃん

Ｈ25年6月26日生（室岡） Ｈ25年6月26日生（蒲原）

颯大くんお誕生日おめ
でとう。これからも元
気にすくすく育ってね！

いつも笑顔に癒やされ
てます♡何でも食べて
元気に育って下さいね♪

お誕生日おめでとう！
いつも笑顔で元気にス
クスク育ってね。

いつもかわいい笑顔を
ありがとう。元気にす
くすく育ってね♡

☆祝1歳おめでとう☆
これからも笑顔で元気
いっぱいに育ってね！

遥久、１歳おめでとう。
これからもいっぱい遊
んで大きくなぁれ♡

にぎやかな毎日をあり
がとう♡お兄ちゃんと
仲良く元気に育ってね。

祝１歳�元気いっぱいの
秀が大好きだよ♡すく
すくと大きくな～れ�

はるひろ、お誕生日お
めでとう。皆の愛に包
まれて大きくなあれ！

陽向君１歳のお誕生日
おめでとう�健康な子
に育ってくださいね。

１歳おめでとう�お姉
ちゃんたちに負けず、
たくさん遊んでね。

いつも元気で笑顔が最
高☆これからも元気に
育ってね。

夏季ちゃんお誕生日お
めでとう。明るく元気
いっぱいに育ってね。

おたんじょうびおめで
とう�たくさんたべて
おおきくなってね♡

１歳おめでとう！いっぱい
お姉ちゃんたちとあそん
ですくすくと成長してね♡

兄と微笑む姿が１番の
宝物。２人の笑顔の花
が沢山咲きますように。

パパ似で可愛い舞ちゃ
ん。舞う花のような魅
力的な人に育ってね。

西村 陽
ひ な た

向ちゃん

横枕 奈
な な み

々未ちゃん 牛島 侑
ゆ う の す け

之介ちゃん

加藤 夏
な つ き

季ちゃん有田 好
こ の み

実ちゃん堤 海
か い と

翔ちゃん 川口 京
けいしん

慎ちゃん

江上 舞
ま い か

花ちゃん

川口 寛
ひ ろ と

人ちゃん 山本 久
ひ さ し

史ちゃん田島 遥
は る く

久ちゃん新原 瑞
み ず き

基ちゃん

竹島 秀
しゅうご

悟ちゃん 古賀 陽
はるひろ

大ちゃん

Ｈ25年6月12日生（岩崎）

Ｈ25年6月27日生（中宮野町） Ｈ25年6月29日生（津江）

Ｈ25年6月10日生（本分）Ｈ25年6月6日生（中柳瀬）Ｈ25年6月4日生（平田） Ｈ25年6月10日生（津江）

Ｈ25年6月29日生（室岡）

Ｈ25年6月21日生（黒土） Ｈ25年6月22日生（本分）Ｈ25年6月14日生（蒲原）Ｈ25年6月14日生（納楚）

Ｈ25年6月29日生（本村） Ｈ25年6月30日生（本村）

おたんじょうびおめでとう 満１歳のお子さまの写真を募集しています（ただし、市内に住民登録があるか実際に住んでいる人に限る）。氏名・
生年月日・住所・簡単なコメント（30字以内）を添えて、誕生日前月の7日までに直接お持ちいただくか、郵送
でお申し込みください。応募多数の場合は先着順となります。●申し込み＝市長公室秘書広報係（☎23・1110）

紫
陽
花
が
色
づ
き
は
じ
め
、

梅
雨
を
感
じ
る
季
節
。今
回
は
、

八
女
手
す
き
和
紙
資
料
館
を

紹
介
し
ま
す
。
同
館
は
、
九
州

地
方
で
最
古
の
歴
史
と
伝
統

を
持
つ
福
岡
県
指
定
無
形
文

化
財
及
び
特
産
工
芸
品
の
「
八

女
手
漉
和
紙
」
を
多
く
の
人
に

知って
も
ら
お
う
と
、平
成
８
年

に
オ
ー
プン
し
ま
し
た
。
八
女
地

方
特
有
の
繊
維
の
長
い
楮
を
原

料
に
製
品
に
至
る
ま
で
の
製
造

工
程
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
実
際

に
紙
す
き
体
験
も
で
き
ま
す
。

矢
部
川
の
清
流
は
紙
す
き

に
適
し
て
お
り
、
流
域
で
は
和

紙
の
製
造
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、

そ
の
歴
史
は
４
０
０
年
以
上
。

襖
や
障
子
、
提
灯
や
傘
な
ど

日
常
生
活
の
必
需
品
に
も
和

紙
が
使
用
さ
れ
、
全
盛
期
に
は

約
１
８
０
０
軒
も
の
工
房
が
あ

り
ま
し
た
が
、需
要
が
減
少
し
、

現
在
で
は
筑
後
市
の
工
房
を

含
め
て
８
軒
だ
け
で
す
。
八
女

の
和
紙
は
、ベテ
ラン
の
職
人
で

も
気
を
抜
く
と
思
い
通
り
に
仕

上
が
ら
な
い
ほ
ど
繊
細
な
技
が

生
き
て
お
り
、
上
質
で
引
き
が

いい
の
が
特
徴
で
す
。
城
島
和

傘
や
山
鹿
燈
籠
に
は
昔
か
ら

八
女
手
す
き
和
紙
が
使
用
さ

れ
、
20
世
紀
の
美
術
を
代
表

す
る
世
界
的
巨
匠
の
棟
方
志

功
さ
ん
も
愛
用
し
て
い
ま
し
た
。

八
女
手
す
き
和
紙
は
と
て

も
奥
深
く
「
使
っ
て
み
て
、
和

紙
の
良
さ
が
わ
か
り
、
使
い
続

け
て
み
て
、
和
紙
の
深
さ
を
知

る
」
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

八
女
が
誇
る
伝
統
工
芸
品
に
触

れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
手
す
き
和

紙
資
料
館（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

◦
営
業
時
間
＝
９
時
～
17
時

（
最
終
受
付
16
時
ま
で
）

◦
休
館
日
＝
月
曜
（
祝
日
は
営

業
）・
年
末
年
始

◦
体
験
料
＝
６
０
０
円
～
（
団
体

は
要
予
約
）

茶のくに観光案内所のおすすめスポット No.13

八女手すき和紙資
料館 in 八女

茶のくに観光案内所 おおいし

▼
空
か
ら
見
る
ふ
る
さ
と
事
業
で

自
衛
隊
ヘ
リ
に
搭
乗
。「
さ
ぞ
か
し
揺

れ
て
気
持
ち
悪
く
な
る
の
で
は
」
と

い
う
予
想
は
は
ず
れ
て
と
て
も
快
適

な
15
分
の
フ
ラ
イ
ト
で
し
た
。
清
流

矢
部
川
や
山
々
の
鮮
や
か
な
緑
。八

女
は
自
然
が
豊
か
で
美
し
い
こ
と
を

再
認
識
し
た
の
で
し
た
（
Ｍ
・
Ｍ
）

▼
「
本
当
に
尊
い
の
は
こ
の
地
で
家

を
守
り
、
先
祖
の
霊
を
守
り
、
未

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て

こ
ら
れ
た
方
々
。
田
舎
を
出
て
立

身
出
世
を
遂
げ
る
の
が
立
派
な
生

き
方
と
し
た
明
治
維
新
以
来
の
間

違
っ
た
考
え
方
で
は
国
家
の
発
展

と
国
民
の
幸
せ
は
望
め
な
い
」
︱
市

制
功
労
者
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
安

部
龍
太
郎
さ
ん
の
あ
い
さ
つ
の一部
。

２
０
４
０
年
に
は
日
本
の
ほ
ぼ
半

数
の
自
治
体
が
消
滅
の
恐
れ
が
あ

る
と
い
う
。
八
女
に
限
ら
ず
、
日
本

全
国
の
地
方
に
エ
ー
ル
を
贈
る
言
葉

だ
と
思
い
ま
し
た
（
Ｋ
・
S
）

編
集
後
記

～ あたらしい郷
く に

土づくり ～
ふるさとの恵みを生かし

安心して心ゆたかに暮らせる
交流都市 八女
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